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「竹楽」とツーリズムの取り組み
田能村竹田を偲ぶ美術祭

市政懇談会開催
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～新たな課題とその取り組みに向けて～

　今年も11月18日から20日にかけて、竹田市街地の歴史の道周辺を中心に、「竹楽」が開催
されます。この「竹楽」というイベントはどのような考えで始まり、どのような方向を目指して
いるのでしょうか？
　ツーリズムへの取り組みを柱として、「竹楽」に当初から関わってきた竹田市観光協会副会長
の井上隆さんが平成17年度の地域づくり表彰式典（11月1日）で発表する資料を元にお伝えします。

 

は
じ
め
に
〜
地
域
の
概
要

　

岡
藩
七
万
石
の
城
下
町
・
竹
田

は
、
昭
和
半
ば
ま
で
中
心
市
街
地

に
お
け
る
商
業
と
周
辺
の
農
村
地

域
に
お
け
る
農
林
業
を
中
心
に
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
竹
田
は
県
境

に
位
置
し
、
往
時
、
経
済
の
み
な

ら
ず
近
隣
町
村
の
医
療
、
教
育
、

婚
姻
等
の
生
活
交
流
圏
の
中
心
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

商
店
街
は
往
来
の
人
々
で
終
日

に
ぎ
わ
い
、
産
業
を
興
し
職
場
を

つ
く
り
関
係
官
庁
の
事
業
所
設
置

や
地
場
企
業
を
支
え
、
地
域
の
運

輸
、
交
通
機
関
も
大
い
に
発
展
し
、

町
は
人
が
人
を
呼
ぶ
集
積
場
所
と

な
り
経
済
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
後
の
急
激
な
工

業
化
、
都
市
へ
の
一
極
集
中
、
車

社
会
化
等
の
社
会
変
化
は
農
村

部
か
ら
城
下
町
ま
で
徐
々
に
労

働
力
と
と
も
に
愛
郷
心
や
土
着

心
ま
で
も
失
わ
せ
、
旧
竹
田
市
の

人
口
は
平
成
17
年
３
月
末
現
在

１
６
、８
１
９
人
と
ピ
ー
ク
時
（
昭

和
32
年
３
８
、５
０
５
人
）
の
半
数

以
下
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

商
店
街
で
は
そ
の
衰
退
と
と
も

に
空
き
店
舗
の
数
も
増
加
し
て
活

力
を
失
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
周

辺
の
農
村
地
域
は
農
林
業
の
不
振

と
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
等
一
段

と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
放
置
さ

れ
た
山
林
や
畑
の
増
加
も
目
立
ち

始
め
、
藩
政
時
代
か
ら
続
い
て
き

た
伝
統
芸
能
や
年
中
行
事
等
の
個

性
豊
か
な
地
域
文
化
の
消
失
も
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

活
動
開
始
の
経
緯

　

竹
田
市
観
光
協
会
は
昭
和
40
年

の
設
立
以
来
、
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅

構
内
の
一
角
に
事
務
所
を
設
置

し
、
観
光
総
合
案
内
や
観
光
宣
伝

等
の
情
報
発
信
や
、
岡
城
桜
ま
つ

り
、
七
夕
ま
つ
り
等
の
観
光
イ
ベ

ン
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

岡
城
桜
ま
つ
り
は
多
く
の
観
光

客
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、

年
間
通
し
て
の
観
光
振
興
に
は
至

ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と ↑竹楽グッズで販売体験 !
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ツーリズム
4 4 4 4 4

とは？
　ツーリズムとは、緑豊かな農山村
地域や歴史と伝統ある地域において
農作業や自然、生活、文化等を体験
して、人々との交流を楽しむ滞在型
の余暇活動のことを言います。
　上記の活動をグリーン・ツーリズ
ム、また、漁村等海辺での同様の活
動をブルー・ツーリズムとも言いま
す。

意
識
改
革
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
９
年
、

旧
竹
田
市
で
は
農
林
業
、
商
業
、

観
光
の
三
位
一
体
と
な
っ
た
活
力

と
風
格
の
あ
る
地
域
振
興
を
図
る

た
め
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想

（
ま
る
ご
と
博
物
館
）
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
竹
田
市
観
光
振
興
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
竹
田
市
の
歴
史
・

文
化
・
自
然
を
基
調
に
居
住
者
が

生
活
を
愉
し
み
、
外
来
者
を
迎
え

交
流
の
輪
を
広
げ
、
そ
の
活
力
を

も
と
に
農
村
環
境
の
保
全
や
む
ら

の
活
力
再
生
、
さ
ら
に
波
及
効
果

で
城
下
町
の
商
業
を
活
性
化
し
、

産
業
と
文
化
の
再
生
を
市
民
が
一

体
と
な
っ
て
進
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
し
た
。

　

平
成
10
年
、
協
会
で
は
新
た
な

旅
の
形
態
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
学

ぶ
勉
強
会
と
し
て
「
も
み
じ
と
里

山
文
化
の
愉
し
み
」
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
意
見
集
約

さ
れ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
新

し
い
活
動
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
自
然
観
察
会
、
野
鳥

観
察
会
、
民
謡
民
舞
の
掘
り
起
こ

し
、
伝
統
食
文
化
の
研
究
等
の
取

り
組
み
が
各
団
体
や
地
域
で
始
ま

り
ま
し
た
。

 

竹
田
版
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

そ
の
一
つ
が
、
こ
れ
ま
で
岡
城

中
心
に
考
え
ら
れ
て
き
た
観
光
客

誘
致
か
ら
、
城
下
町
や
農
村
の
観

光
資
源
の
発
掘
と
も
の
づ
く
り
や

農
作
業
の
体
験
を
行
う
こ
と
で
町

や
農
村
へ
誘
導
し
て
「
歩
い
て
」

「
見
て
」「
体
験
で
き
る
」
竹
田
版

ツ
ー
リ
ズ
ム
ヘ
の
転
換
で
す
。

　

棚
田
等
の
農
村
景
観
が
見
直
さ

れ
る
価
値
観
の
変
化
は
観
光
や
旅

行
の
変
化
と
な
り
、
取
り
残
さ
れ

て
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
っ
た
田

舎
に
自
然
や
暮
ら
し
の
体
験
を
求

め
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可

能
性
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
祖
母
・
傾
の
登
山

口
に
な
る
神
原
地
区
で
は
『
皆
泊

村
』
を
宣
言
し
、
椎
茸
の
収
穫
体

験
や
原
生
林
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等
を

商
品
化
す
る
等
の
受
け
入
れ
準
備

が
整
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
城
下

町
散
策
と
の
組
合
せ
に
よ
る
ツ
ア

ー
企
画
を
観
光
協
会
が
主
催
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
会
各
委
員
会
の
取
り

組
み
も
観
光
客
招
致
を
目
的
と
し

た
も
の
だ
け
で
な
く
、
特
産
品
開

発
や
総
合
的
な
地
域
づ
く
り
を
最

終
目
標
と
し
て
再
編
さ
れ
は
じ

め
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
養
成
や
各
店
舗
に
ミ
ニ
ガ
イ
ド

が
で
き
る
店
員
の
養
成
等
の
人
材

育
成
等
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

そ
し
て
、
竹
楽

　

平
成
11
年
、
自
然
観
察
会
の
中

で
里
山
の
環
境
が
昭
和
の
時
代
と

比
較
し
て
ひ
ど
く
荒
廃
し
て
い
る

こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

竹
田
地
域
に
は
総
面
積
の
約
65

％
に
当
た
る
里
山
（
１
３
、０
０
０

㌶
）
が
あ
り
ま
す
が
、
農
村
地
域

の
高
齢
化
や
過
疎
化
の
影
響
で
管

理
が
行
き
届
か
ず
、
繁
殖
力
の
強

い
孟
宗
竹
等
が
侵
食
し
、
全
国
名

水
百
選
に
も
な
っ
た
入
田
地
区
の

湧
水
群
で
も
涵
養
林
の
荒
廃
が
進

ん
で
い
て
、
放
置
す
れ
ば
名
水
や

美
し
い
農
村
景
観
の
破
壊
、
文
化

の
喪
失
等
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
都
市
部
の
市
民
を
中

心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
孟

宗
竹
を
伐
採
し
里
山
の
保
全
を
図

る
と
と
も
に
、
伐
採
し
た
竹
を
灯

籠
と
し
て
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
活

用
し
、
賑
わ
い
創
出
、
産
品
開
発

等
、
一
連
の
過
程
か
ら
地
域
循
環

型
経
済
シ
ス
テ
ム
再
構
築
の
シ
ン

ボ
ル
に
し
よ
う
と
、
平
成
12
年
に

里
山
保
全
百
年
計
画
を
テ
ー
マ
と

し
て
「
竹
楽
」
の
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。

　

実
験
的
に
３
、０
０
０
本
を

武
家
屋
敷
通
り
に
設
置
し
た

と
こ
ろ
好
評
を
得
て
、
13
年
は

１
２
、０
０
０
本
、
14
年
は
さ
ら
に

２
０
、０
０
０
本
に
数
を
増
や
し
、

「
歴
史
の
道
」
を
中
心
に
総
延
長

２
・
５
㌔
の
街
路
に
竹
灯
籠
を
飾

り
付
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

開
催
か
ら
５
年
を
経
過
し
た
今

日
、
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
す
る
と
と
も
に
、
期
間

中
１
１
５
、０
０
０
人
の
観
光
客

を
集
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
観

光
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
ま
す
。

 

活
動
の
意
義
と
効
果

　

竹
田
に
は
神
社
、
仏
閣
、
土
蔵

の
商
家
、
武
家
屋
敷
等
の
歴
史
的

建
造
物
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

竹
楽
を
開
催
し
た
こ
と
で
、
寂

れ
か
け
て
い
た
城
下
町
の
歴
史
的

文
化
的
資
源
が
再
び
息
を
吹
き
返

す
と
と
も
に
「
努
力
す
れ
ば
こ
の

町
は
活
力
を
再
生
で
き
る
」
と
い

う
自
信
と
誇
り
を
取
り
戻
す
機
会

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

竹
灯
籠
は
春
の
雛
ま
つ
り
で

竹
雛
用
と
し
て
再
利
用
さ
れ
、
役

目
を
終
え
る
と
里
山
で
竹
炭
に
し

販
売
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
青
竹

の
竹
灯
籠
は
チ
ッ
プ
に
し
て
堆
肥

↑郷土料理を体験 !↑椎茸の駒打ち体験 !
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竹
田
市
で
は
、
市
長
が
直
接
市

民
の
皆
さ
ん
と
接
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
市
政
へ
の
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
市
へ
の
要
望
・

意
見
を
語
り
合
う
こ
と
で
、
今
後

の
市
政
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
反
映

す
る
た
め
に
、「
市
政
懇
談
会
『
笑

顔
で
ト
ー
ク
』」
を
、
左
表
の
と

お
り
地
域
・
地
区
ご
と
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

懇
談
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
や
す
い
時
間
を
選
び
、
市

長
を
始
め
、
助
役
、
教
育
長
、
各

部
長
等
が
出
席
し
、
竹
田
市
の
財

政
状
況
や
「
新
市
建
設
計
画
」
に

沿
っ
た
平
成
17
年
度
の
事
業
を
説

明
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
市
へ
の
要
望
や
意
見
を
い
た
だ

き
、
そ
の
場
で
お
答
え
で
き
る
こ

と
は
お
答
え
し
、
ま
た
、
そ
の
場

で
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て

も
持
ち
帰
っ
て
検
討
し
、
後
日
ご

回
答
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
い
た
だ
い
た
意
見
や
要
望

を
今
後
の
市
政
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

懇
談
会
の
日
程
は
、「
広
報
た

け
た
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
政
懇
談
会
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
竹
田
市
に
つ
い
て
日
頃
思
っ

て
い
る
こ
と
を
、
市
長
に
伝
え
る

良
い
機
会
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「笑顔でトーク」
市政懇談会

お 邪 魔 し ま
す

日　　時 地域・地区 会　　　場

  9 月 24 日 松　本 松本分館

10月   8 日 明　治 明治多目的集会所

10月 11日 豊　岡 豊岡小学校体育館

10月 14日 竹　田 竹田分館

10月 26日 久　住 久住中央体育館

11月   6 日
14:00 ～ 16:00

直　入 直入中央公民館

11月   9 日
19:00 ～ 21:00

岡　本 岡本分館

11月 23日
19:00 ～ 21:00

菅　生 菅生農村環境改善センター

11月 30日
19:00 ～ 21:00

入　田 祖峰小学校体育館

に
、
薫
煙
竹
灯
籠
は
竹
炭
に
し
て

川
の
浄
化
に
活
用
す
る
と
い
う
バ

イ
オ
マ
ス
の
研
究
も
始
め
ま
し
た
。

　

運
営
組
織
の
竹
楽
実
行
百
人

委
員
会
は
、
里
山
保
全
と
産
業

連
関
再
構
築
を
明
確
な
目
的
と

す
る
竹
楽
に
賛
同
し
た
市
民
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
広
範
囲
の
人
々
か

ら
構
成
さ
れ
、
平
成
16
年
に
は
小

中
高
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
延
べ
約

３
、０
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
竹
伐
採
・
加
工
、
竹
灯
籠
配
置
、

灯
点
火
、
片
づ
け
と
一
連
の
作
業

に
係
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
で
目
立
ち
は
じ
め
た

の
は
若
年
青
年
層
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
小
中
学
生
の
自
主
的
な
竹

灯
籠
磨
き
等
の
お
手
伝
い
や
高
校

生
の
学
園
祭
等
で
の
竹
材
使
用
に

よ
る
オ
ブ
ジ
ェ
づ
く
り
、
大
学
生

の
企
画
と
運
営
へ
の
参
加
等
、
能

動
的
で
積
極
的
な
参
加
意
欲
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
竹
楽
に

よ
り
、
ま
ち
と
む
ら
、
農
と
商
、

人
と
人
と
の
関
係
が
少
し
ず
つ
蘇

っ
て
い
ま
す
。

 

展
望
と
課
題

　

観
光
動
態
調
査
に
よ
る
と
、
旧

竹
田
市
を
訪
れ
た
観
光
客
は
平
成

12
年
度
の
76
万
人
か
ら
平
成
15
年

度
に
は
１
１
０
万
人
と
な
り
、
竹

楽
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
が

新
し
い
観
光
資
源
と
し
て
成
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
が
、
年
間
平
均
し

た
集
客
力
が
弱
く
数
字
の
割
に
地

元
経
済
を
潤
す
実
感
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

地
域
間
競
争
の
中
で
常
に
新
た

な
価
値
観
の
創
造
と
生
活
提
案
で

競
え
る
地
域
に
な
る
た
め
、
情
報

収
集
と
発
信
、
他
地
域
と
の
差
別

化
等
戦
略
的
な
地
域
経
営
感
覚
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必

要
経
費
を
安
定
的
に
得
ら
れ
る
持

続
可
能
な
収
入
源
の
確
保
も
必
要

で
す
。
さ
ら
に
、
本
格
的
な
里
山

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
取
り
組
み
に

は
ガ
イ
ド
（
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
）

の
育
成
が
必
要
で
す
。

　

合
併
で
発
足
し
た
新
し
い
竹
田

市
で
は
、
各
地
域
の
連
携
に
よ
る

竹
田
市
の
魅
力
（
歴
史
文
化
、
自

然
等
）
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を
創

造
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

　

観
光
協
会
の
目
的
と
す
る
里
山

保
全
と
地
域
循
環
型
社
会
の
再
生

に
向
け
て
、
農
業
、
商
業
、
観
光

と
い
っ
た
個
別
の
産
業
に
よ
る
も

の
か
ら
教
育
、
福
祉
等
を
含
め
た

統
括
的
な
政
策
の
継
続
的
な
実
践

が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
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第57回画聖「田能村竹田」先生を偲
しの

ぶ美術祭
　日時　11月1日㈭～4日㈰　9:00～ 16:00
　場所　竹田市体育センター（竹田市文化会館横）
　竹田市出身の南画家田能村竹田を記念して開催する第57回画聖「田能村竹田」
先生を偲ぶ美術祭では、県内外の小中高生の絵画 4,292 点、書写書道 2,315 点
の作品の中から選ばれた 1,000 点の入賞作品を展示します。
　市民の皆さんのご来場をお待ちしています。

※田能村竹田（1777 ～
1835）日本南画の最高
峰。博学多才で、和歌・
華道・茶道・香道にも
才を表す。学者として
も唐橋君山を助け、豊
後国志を完成させた。

賞　　　　　　名 学　　校　　名 学年 氏　　　名

大分県教育委員会教育長賞 竹田市立荻小学校 １年 赤木　友紀

毎日中学生新聞賞 竹田市立都野中学校 １年 村田　奈己

㈶田能村竹田顕彰会理事長賞 竹田市立荻小学校 ６年 西村　優里佳

朝倉文夫奨学会長賞 竹田市立竹田小学校 ５年 児玉　淳

竹田商工会議所会頭賞 竹田市立都野小学校 ６年 衛藤　麻矢

竹田市文化連盟賞 竹田市立城原小学校 ３年 小嶋　楓

エフエム大分賞 竹田市立都野小学校 ５年 鷲司　蒼

竹田市から受賞した皆さん〈絵画の部〉

絵
画
の
部　

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

↑愛媛県新居浜市立中萩中学校 3年　木場くる美さん

書
写
書
道
の
部　

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

←
杵
築
市
立
杵
築
小
学
校
２
年　

三
ツ
股
咲
希
さ
ん

↑大分県教育委員会教育長賞
　竹田市立荻小学校 1年
　赤木友紀さん

↑毎日中学生新聞賞
　竹田市立都野中学校 1年
　村田　奈己さん

↑朝倉文夫奨学会長賞
　竹田市立竹田小学校 5年
　児玉　淳さん

↑竹田商工会議所会頭賞
　竹田市立都野小学校 6年
　衛藤　麻矢さん

↑エフエム大分賞
　竹田市立都野小学校 5年
　鷲司　蒼さん

←
竹
田
市
文
化
連
盟
賞

　

竹
田
市
立
城
原
小
学
校
３
年

　

小
嶋　

楓
さ
ん

←
㈶
田
能
村
竹
田
顕
彰
会
理
事
長
賞

　

竹
田
市
立
荻
小
学
校
６
年

　

西
村　

優
里
佳
さ
ん
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大きな樹の下、コンサート
↑トチノキは樹齢 500 年を超えます。

　

祖
母
山
の
麓
に
位
置
す
る
健た

け

男お

霜し
も
こ
り凝
日ひ

こ子
神じ

ん
じ
ゃ社
（
神
原
）
の
ご
神

木
の
ト
チ
ノ
キ
（
大
分
県
天
然
記

念
物
）
の
下
で
、
筑
前
琵
琶
や
バ

イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
等
の
演
奏
を

楽
し
む
里
山
コ
ン
サ
ー
ト
「
ト
チ

ノ
キ
と
そ
の
仲
間
た
ち
へ
」
が
、
９

月
24
日
夜
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

境
内
に
は
県
外
か
ら
の
観
光
客

も
含
め
約
３
０
０
人
の
観
客
が
集

ま
り
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

本格的な音楽芸術に触れよう
　

新
竹
田
市
発
足
記
念
及
び
文
部

科
学
省
の
「
特
色
あ
る
大
学
教
育

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
採
択
記
念
大

分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
特
別

地
域
演
奏
会
が
、
10
月
９
日
、
竹

田
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

竹
田
市
を
訪
れ
た
の
は
管
弦
楽

団
及
び
合
唱
団
、
そ
し
て
教
授
等

の
皆
さ
ん
で
、
河
野
敦
朗
助
教
授

編
曲
に
よ
る
「
混
声
合
唱
と
管
弦

楽
の
た
め
の『
荒
城
の
月
』」と「
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
９
番『
合

唱
付
き
』
ニ
短
調
作
品
１
２
５
」

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
小
中
学
生
を
始
め
多

く
の
市
民
が
詰
め
か
け
満
席
と
な

り
、
そ
の
中
で
深
み
の
あ
る
演
奏

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

↑混声合唱と管弦楽のハーモニーによる荒城の月

第
59
回
瀧
廉
太
郎
記
念

全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

 
１
位
は
加
藤
の
ぞ
み
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
神
奈
川
県
立
小
田
原
高
等
学
校
）　

　

第
59
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本

高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
、

10
月
22
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
竹

田
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
竹

田
高
校
２
年
の
山
元
勇
作
さ
ん

（
伴
奏
者
：
板
井
靖
良
さ
ん
）
を

は
じ
め
全
国
か
ら
31
組
が
参
加

し
、
そ
の
声
を
競
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
11
組
が
23
日
の
本
選

に
進
出
し
、
審
査
の
結
果
、
加
藤

の
ぞ
み
さ
ん
（
神
奈
川
県
立
小
田

原
高
等
学
校
）
が
１
位
、
吉
川
友

貴
さ
ん
（
長
崎
県
活
水
高
等
学
校
）

が
２
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
「
歌
を
本
格
的

に
習
い
始
め
た
の
は
高
校
か
ら
で

す
。
１
位
に
な
れ
て
嬉
し
い
で
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
の
結
果
は
、
竹
田
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。↑山元勇作さんと板井靖良さん（伴奏）

↑１位になった加藤のぞみさんと伴奏者の北村しずかさん
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まちの話題

↑大塚興忠さんといとかつ号

↑菅生で話をする知事

↑花き栽培の話を聞く知事

↑井上さん、後藤さん、佐藤さん（左から）

ジャンボなかぼちゃが集まった
　

９
月
30
日
、
荻
地
域
で
、
愛
育

班
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
ク
ー

ル
が
参
加
者
１
５
０
人
、
出
品
か

ぼ
ち
ゃ
２
３
０
個
を
集
め
開
催
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
ジ
ャ
ン
ボ
か

ぼ
ち
ゃ
賞
１
位
は
長
谷
修
治
さ
ん

（
１
１
３
・
５
㌔
）、
べ
っ
ぴ
ん
賞
１

位
は
徳
永
重
利
さ
ん
、
ユ
ニ
ー
ク

賞
１
位
は
本
田
キ
ヨ
子
さ
ん
が
受

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
日
波
野

村
で
開
催
さ
れ
た
中
九
州
大
会
に

も
出
品
し
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

県
政

　
ふ
れ
あ
い

　
　

ト
ー
ク

　

10
月
11
日
、
広
瀬
勝
貞
大
分
県

知
事
が
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

地
に
検
討
さ
れ
て
い
る
坊
が
ツ
ル

湿
原
を
視
察
し
た
後
、
直
接
市
民

の
話
を
聞
く
「
県
政
ふ
れ
あ
い
ト

ー
ク
」
の
た
め
竹
田
市
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

広
瀬
知
事
は
、
白
丹
地
区
で
は

花
き
組
合
と
会
い
、
荻
地
域
で
は

愛
育
班
の
活
動
を
聞
き
、
菅
生
地

区
で
は
農
業
経
営
者
と
話
し
合
い
、

意
見
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
相
談
の
事
例
や
食
の

安
全
性
を
考
え
る
た
め
、
大
分
県

消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会
等
の
主

催
で
「
地
域
消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
竹
田
」
が
、
９
月
29
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
分
県
消
費
者
問

題
研
究
会
に
よ
る
コ
ミ
カ
ル
な
劇

等
が
催
さ
れ
、
参
加
者
は
楽
し
み

な
が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。

第22回竹田薪能

　

10
月
15
日
、
竹
田
市
文
化
会
館

で
、
塩
津
哲
生
先
生
を
始
め
喜
多

流
、
大
蔵
流
の
皆
さ
ん
が
第
22
回

竹
田
薪
能
を
開
催
、
能
「
項
羽
」、

狂
言
「
素
袍
落
」
と
い
っ
た
演
目

を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
牧
市

長
も
舞
台
の
幕
開
け
を
告
げ
る
奉

行
と
し
て
特
別
出
演
し
ま
し
た
。

舞台は全国！ 　

11
月
11
日
か
ら
13
日
に
か
け
て

山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
る
第
39
回
全
日
本
社

会
人
卓
球
選
手
権
大
会
（
マ
ス
タ

ー
ズ
の
部
）
の
大
分
県
代
表
と
し

て
、
竹
田
市
か
ら
井
上
巌
さ
ん
、

後
藤
公
夫
さ
ん
、
佐
藤
典
子
さ
ん

が
出
場
し
ま
す
。

　

昨
年
は
予
選
で
敗
退
し
た
こ
と

か
ら
、
今
年
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
出
し
、
上
位
を
狙
い
た
い

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

竹
田
市
畜
産
共
進
会

　

第
１
回
竹
田
市
畜
産
共
進
会

が
、
９
月
26
日
に
久
住
町
家
畜
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
事
前
に
旧
市
町

地
域
の
畜
産
共
進
会
で
選
ば
れ
た

肉
用
牛
・
乳
用
牛
の
種
牛
81
頭
が

集
ま
り
、
体
つ
き
や
肌
の
つ
や
等

の
優
劣
を
競
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
肉
用
牛
の
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に
は
、
大

塚
興
忠
さ
ん
（
直
入
）
の
い
と
か

つ
号
が
、
乳
用
牛
の
同
賞
に
は
後

藤
克
明
さ
ん
（
荻
）
の
ト
ラ
イ
ユ

ー
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ゴ
ー
ル
デ

ン
号
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
２
頭
を
含
め
17
頭

が
大
分
県
畜
産
共
進
会
に
竹
田
市

代
表
と
し
て
出
品
さ
れ
ま
す
。
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まちの話題

さわやかな高原の空気を吸いながら
↑おいしい焼き肉を満喫しています。

↑シンプルだけど目を惹く作品です。
　

久
住
高
原
で
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
な
が
ら
七
輪
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
焼
く
第
35
回
久
住
高

原
祭
り
と
第
４
回
久
住
高
原
牛
肉

祭
り
が
、
10
月
２
日
に
星
ふ
る
館

周
辺
で
開
催
さ
れ
、
用
意
さ
れ
た

３
、０
０
０
食
分
の
肉
も
お
昼
過

ぎ
に
は
売
り
切
れ
る
ほ
ど
、
多
く

の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
牧
草
を
包
ん

だ
ロ
ー
ル
に
絵
を
描
い
た
第
２
回

久
住
高
原
ロ
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
大
会

の
作
品
も
並
べ
ら
れ
、
華
や
か
な

彩
り
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
町
を
き
れ
い
に

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、

10
月
１
日
、
九
州
電
力
グ
ル
ー
プ

と
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
岡
城
跡

の
大
手
門
周
辺
を
中
心
に
草
刈
り

等
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
に
は
、
直
入
地
区
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
が
主
催
し
て
直
入
地

区
で
ご
み
を
拾
う
親
子
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
美
化
活
動
が
行
わ
れ
、
多
く

の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

県内回るウォーキング

　

大
分
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
が

主
催
し
大
分
県
内
各
地
で
開
催
、

今
回
で
第
43
回
を
数
え
る
一
村
一

ウ
ォ
ー
ク
荻
町
大
会
が
、
10
月
２

日
に
福
祉
健
康
エ
リ
ア
を
ス
タ
ー

ト
地
点
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
体
力
に

合
わ
せ
て
10 
㌔
、
20 
㌔
の
コ
ー
ス

を
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。

楽しいフットサル

　

竹
田
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ク
ラ
ブ
が
、
10
月
２
日
に
小

学
生
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
を
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
し
ま

し
た
。
フ
ッ
ト
サ
ル
は
１
チ
ー
ム

５
人
、
交
代
は
自
由
と
手
軽
な
サ

ッ
カ
ー
で
す
。
大
会
後
に
は
ク
ラ

ブ
に
入
会
す
る
子
が
い
た
ほ
ど
、

楽
し
い
ゲ
ー
ム
が
で
き
ま
し
た
。

　

長
湯
温
泉
の
ラ
ム
ネ
温
泉
館

で
、
直
入
日
独
協
会
（
首
藤
勝
次

会
長
）
主
催
に
よ
る
旧
直
入
町
の

姉
妹
都
市
バ
ー
ト
ク
ロ
チ
ン
ゲ
ン

市
産
等
の
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
試
飲
会

が
10
月
11
日
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

直
入
町
で
し
か
購
入
で
き
な
い
も

の
も
含
め
48
種
類
の
ワ
イ
ン
の
味

と
香
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

↑石垣を刈る九州電力の職員さん

↑ごみは分別して集めるんだ
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つれづれ
　   えっせい

奏でる音の先に広がる久住高原

②

　

荻
み
ら
い
館
は
、
歴
史
民
俗

資
料
館
と
図
書
館
を
併
設
し
て

い
ま
す
。
荻
み
ら
い
館
の
一
角

に
荻
町
名
誉
町
民
第
１
号
、
池

松
武
之
亮
博
士
の
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
。

　

先
生
は
、
明
治
45
年
熊
本
県

津
奈
木
村
に
生
ま
れ
、
父
實
光

の
荻
村
で
の
病
院
開
院
に
よ
り

荻
村
に
転
居
し
て
き
ま
し
た
。

荻
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し

竹
田
中
学
校
、
大
邸
医
専
を
卒

業
、
昭
和
17
年
千
葉
県
野
田
市

で
耳
鼻
咽
喉
科
病
院
開
院
、
日

本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
評
議
員
、

日
本
学
校
保
健
会
評
議
員
、
世

界
鼾
症
会
議
名
誉
会
長
等
を
歴

任
、「
い
び
き
博
士
」
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
が
い
び
き
の
研
究
を
始

め
た
動
機
は
、
昭
和
27
年
春
、

い
び
き
が
原
因
で
嫁
い
だ
初
日

に
離
婚
を
言
い
渡
さ
れ
た
花
嫁

荻みらい館といびき博士
の
治
療
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

先
生
は
、
ふ
る
さ
と
荻
を
こ

よ
な
く
愛
し
、
町
出
身
者
を
数

多
く
看
護
婦
に
採
用
、
帰
郷
の

際
は
、
学
校
を
訪
れ
児
童
生
徒

の
健
診
を
し
た
り
、
平
成
２
年

に
没
す
る
ま
で
多
額
の
寄
付
を

さ
れ
、
歴
史
資
料
館
の
建
設
を

望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

荻
み
ら
い
館
が
、
地
域
の
先

人
の
歴
史
資
料
が
充
実
さ
れ
、

多
く
の
人
が
図
書
室
を
利
用

し
、
心
豊
か
に
そ
し
て
明
日
へ

の
心
の
糧
と
し
て
湧
泉
よ
う
に

続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
本
田
照
昭
） ↑荻みらい館内観

第 2回

↑池松武之亮博士

　

Ｔ
Ａ
Ｏ
は
、
久
住
高
原
が
魅

せ
る
大
自
然
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
様
々
な
楽

曲
を
創
作
し
て
き
た
。
そ
し
て

そ
れ
ら
の
楽
曲
を
演
奏
す
る
時

に
は
、
自
分
た
ち
が
感
動
し
た

風
景
を
心
に
想
い
描
き
な
が
ら

表
現
す
る
よ
う
努
め
て
き
た
。

舞
台
で
演
奏
を
重
ね
る
う
ち

に
、「
こ
の
曲
が
生
ま
れ
た
久

住
高
原
を
見
て
み
た
い
」
と
い

う
声
が
届
く
よ
う
に
な
り
、
お

客
さ
ん
自
ら
久
住
へ
訪
ね
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
は
九

州
の
お
客
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
だ

っ
た
が
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
が
演
奏
の
場

を
広
げ
九
州
か
ら
頻
繁
に
出
る

よ
う
に
な
る
と
、
今
度
は
日
本

全
国
か
ら
久
住
へ
足
を
運
ん
で

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
今
年
、
日
本
を
出
て
ワ
ー
ル

ド
ツ
ア
ー
が
始
動
し
た
Ｔ
Ａ
Ｏ

は
す
で
に
５
か
国
を
股
に
か
け
、

今
は
オ
ラ
ン
ダ
に
い
る
。
久
住

高
原
か
ら
遠
く
離
れ
た
分
だ

け
、
楽
曲
へ
の
想
い
は
更
に
豊

か
さ
を
増
し
、
そ
の
風
景
は
音

と
な
っ
て
異
国
の
人
々
の
前
に

広
が
っ
て
い
く
。
私
達
が
奏
で

る
音
楽
を
き
っ
か
け
に
、
世
界

中
か
ら
久
住
を
目
指
す
人
が
出

て
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
ろ
う
…
。
ふ
と
こ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
今

夜
も
ス
テ
ー
ジ
で
ふ
る
里
久
住

高
原
に
想
い
を
よ
せ
て
い
る
。

　「キロキロとヘクト、デカけたメー
トルがデシにおわれてセンチ、ミリ
ミリ」これはメートル法単位の接頭語
の語呂合わせです。例えば、長さでは
0.001km ＝ 0.01hm ＝ 0.1dam ＝ 1ｍ
＝ 10dm＝100cm＝1,000mmとなり
ます。
　ｈやｄは馴染みのな
い語ですが、気圧単位
の hPa や液量単位の dl
等に使われています。

↑mlで量るワイン

k
キロ

・h
ヘクト

・d
デ カ

a・d
デシ

・c
センチ

・m
ミリ

TAOリーダー　水 藤 義 徳
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「
タ
デ
原わ

ら‒

ハ
イ
ウ
ェ
イ
沿
い
の
景
勝
地
」

　11月8日から15日にかけてウガンダ共和国カンパラで開催
される第9回締約国会議において、いよいよくじゅう坊ガツル・
タデ原湿原が新規登録湿地として登録される予定です。
　今月は、タデ原湿原（九重町）と、くじゅうの自然保護活動
を続ける「九

くじゅう

重の自然を守る会」についてお伝えします。

■

タ
デ
原
湿
原

　

タ
デ
原
湿
原
は
、
阿
蘇
く
じ
ゅ

う
国
立
公
園
内
の
飯
田
高
原
の
南

に
位
置
し
ま
す
。
面
積
は
約
40 
㌶

で
、
竹
田
市
か
ら
は
く
じ
ゅ
う
連

山
の
反
対
側
、
車
で
約
40 
分
ほ
ど

の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
周
囲
は
三

俣
山
、
指
山
、
星
生
山
、
黒
岩
山
、

泉
水
山
に
囲
ま
れ
、
ほ
ぼ
中
央
を

白
水
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
デ
原
湿
原
を
含
む
周
辺
地
域

は
長
者
原
と
呼
ば
れ
、
く
じ
ゅ
う

連
山
を
望
む
景
勝
地
と
し
て
、
ま

た
、
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
沿
い

に
あ
る
ア
ク
セ
ス
の
容
易
さ
か
ら

も
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

湿
原
の
入
り
口
に
は
、
く
じ
ゅ

う
の
自
然
を
模
型
や
映
像
で
紹
介

す
る
環
境
省
長
者
原
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
が
建
ち
、
湿
原
内
で
は
木

造
の
自
然
研
究
路
（
約
２
・
５
㌔
）

を
歩
い
て
も
ら
う
等
、
自
然
と
触

れ
合
い
な
が
ら
も
、
自
然
を
保
護

す
る
工
夫
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

■

九く
じ
ゅ
う重
の
自
然
を
守
る
会

　

九
重
の
自
然
を
守
る
会
は
昭
和

30 
年
に
飯
田
高
原
ガ
イ
ド
教
室
と

し
て
始
ま
り
、
36
年
に
守
る
会
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。
現
会
員
は

約
３
０
０
人
で
す
。

　

主
な
活
動
は
、
毎
週
日
曜
・
祝

日
に
、
人
々
に
自
然
を
身
近
に
体

験
し
て
も
ら
い
、
自
然
と
人
の
つ

な
が
り
、
自
然
の
大
切
さ
を
実
感

し
て
も
ら
お
う
と
開
催
し
て
い
る

自
然
観
察
会
で
す
が
、
こ
の
他
に

も
く
じ
ゅ
う
全
域
に
渡
り
、
野
焼

き
や
ご
み
拾
い
、
植
樹
・
播
種
、

登
山
道
の
補
修
等
の
積
極
的
な
自

然
保
護
を
行
っ
て
い
ま
す

■

自
然
を
守
る
た
め
に

　

九
重
の
自
然
を
守
る
会
会
長
の

嶋
田
裕
雄
会
長
は
「
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

自
然
は
、
私
た
ち
皆
で
守
る
こ
と

が
基
本
で
す
。
例
え
ば
、
写
真
撮

影
の
た
め
に
自
然
観
察
路
か
ら
湿

原
の
中
に
入
る
人
が
い
ま
す
。
そ

の
時
、
規
則
だ
か
ら
入
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
と
否
定
的
に
強
制
す
る

よ
り
も
、
い
つ
か
咲
く
花
の
た
め

に
湿
原
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
よ

う
と
考
え
て
、
自
然
を
美
し
く
保

つ
た
め
に
協
力
す
る
と
い
う
、
み

ん
な
が
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ

れ
る
よ
う
な
自
然
が
個
々
に
残
っ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
、

自
然
を
守
る
活
動
を
し
て
き
た
身

と
し
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
先
人

た
ち
が
守
っ
て
き
た
自
然
を
、
次

の
世
代
に
美
し
い
ま
ま
に
伝
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

「久住坊がツル・タデ原湿原」ラムサール条約登録記念事業
日時　11月 19日㈯　10:00 ～ 12:00
内容　第 1部　記念式典
　　　第 2部　講話　「くじゅうの自然」につ
　　　　　　　いて
　　　　　　　講師　九重の自然を守る会
　　　　　　　　　　　会長　嶋　田　裕　雄
　　　第 3部　タデ原湿原散策　※雨天中止
共催　竹田市・九重町・九重の自然を守る会
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印 鑑 登 録 証

登録番号
00000
00000 竹田市長

国民年金保険料を年末調整や確定申告する際に
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」等の
証明書の添付や提示が義務づけられました。

　

所
得
税
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
平
成
17
年
分
の
所
得
の
申
告

か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会

保
険
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

は
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
を
添

付
等
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等

か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と

同
様
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
し
た

控
除
証
明
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
、
社

会
保
険
庁
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
又
は
確
定

申
告
の
手
続
き
の
際
は
必
ず
こ
の

証
明
書
や
領
収
証
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
せ
は
、
社
会
保
険
庁

か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

に
記
載
さ
れ
る
お
問
い
合
わ
せ
先

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

市
民
課
年
金
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
１
３
）

見　本
↑この社会保険料（国民年金保険料）控除証明書は見本です。

 

印
鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）へ
の

 

引
替
交
付
は
お
済
み
で
す
か
？

　

旧
市
町
の
２
月
ま
た
は
３
月
の

広
報
誌
で
も
広
報
を
行
い
ま
し
た

が
、
新
竹
田
市
発
足
に
伴
い
、
４

月
１
日
か
ら
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー

ド
）
へ
の
引
替
交
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
民
課
・
市
民
生
活
課
の

窓
口
へ
旧
印
鑑
登
録
証
を
ご
持
参

い
た
だ
け
れ
ば
、
引
替
交
付
を
行

い
ま
す
。

　

代
理
人
が
旧
印
鑑
登
録
証
を
持

参
さ
れ
た
場
合
で
も
引
替
交
付
を

行
い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
、
登
録

者
本
人
の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
旧
登
録
証
を
紛
失
さ
れ

た
人
は
、
亡
失
届
と
新
規
登
録
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

市
民
課
市
民
係
又
は

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所保健福祉課　☎68-2214
久住総合支所保健福祉課　☎76-1419
直入総合支所保健福祉課　☎75-2142

今月は
私たちが
お知らせ

します

 

荻
の
愛
育
班
活
動
を

 

紹
介
し
ま
す　

　

愛
育
班
は
、
昭
和
９
年
に
天
皇

陛
下
が
ご
誕
生
に
な
っ
た
際
、
母

子
衛
生
の
向
上
を
目
的
に
、
昭
和

天
皇
か
ら
贈
ら
れ
た
ご
下
賜
金
を

も
と
に
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
が

設
立
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
発
足
し

た
全
国
組
織
で
す
。

　

竹
田
市
荻
愛
育
班
は
、「
ふ
れ
愛
、

み
つ
め
愛
、
た
す
け
愛
」
を
活
動

テ
ー
マ
に
住
民
の
健
康
づ
く
り
と

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
平
成
６
年
度
に
発
足
し
ま
し

た
。
荻
地
域
は
生
活
習
慣
病
の
増

加
と
年
間
を
通
し
て
の
農
作
業
に

よ
る
心
身
の
負
担
が
問
題
に
な
っ

て
お
り
、
健
康
に
関
心
は
あ
る
が

行
動
の
変
化
に
結
び
つ
い
て
い
な

い
現
状
で
し
た
。
そ
こ
で
地
域
に

根
づ
い
た
健
康
づ
く
り
、
地
域
の

健
康
を
住
民
自
身
が
考
え
る
機
会

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
「
モ
デ
ル

地
区
健
康
教
室
」
を
平
成
６
年
か

ら
実
施
し
、
健
康
づ
く
り
を
継
続

し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、

愛
育
班
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

特
徴
的
な
活
動
と
し
て
、
ジ
ャ

ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
の
苗
を
配
布
し
て

の
声
か
け
訪
問
、
地
区
ご
と
の
愛

育
班
ま
つ
り
、
健
康
学
習
会
等
が

あ
り
ま
す
。

 

乳
ガ
ン
で
お
悩
み
の
方
、

 

や
よ
い
会
に
入
り
ま
せ
ん
か
？

　

７
年
前
、
い
つ
も
の
よ
う
に
乳

ガ
ン
検
診
車
に
気
楽
に
乗
り
込
み

ま
し
た
。
検
診
を
す
ま
せ
家
に
帰

る
と
、
連
絡
を
も
ら
い
再
検
診
。

１
週
間
後
、
検
診
セ
ン
タ
ー
か
ら

電
話
で
、
病
院
を
紹
介
さ
れ
入
院
。

病
院
で
は
乳
ガ
ン
の
仲
間
と
知
り

合
い
、
手
術
後
退
院
ま
で
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。

　

退
院
後
は
仕
事
が
で
き
る
の
が

う
れ
し
く
、
ハ
リ
キ
リ
す
ぎ
て
浮

腫
が
出
始
め
、
右
腕
に
痛
み
も
あ

り
、
体
に
苦
痛
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
５
年
前
、
ク
ワ
ー
ジ
ュ
湯
布

院
で
、
湯
中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始

め
た
と
こ
ろ
、
痛
み
が
や
わ
ら
ぎ

浮
腫
の
状
態
も
徐
々
に
落
ち
つ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
己
流
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、マ
ッ
サ
ー
ジ
を
覚
え

患
者
仲
間
に
も
教
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
乳
ガ
ン
患
者
の
会
、
や
よ

い
会
に
入
っ
て
い
ま
す
（
県
内
に

は
５
つ
の
患
者
会
が
あ
り
ま
す
）。

乳
ガ
ン
の
手
術
後
、
病
気
の
こ
と

や
リ
ハ
ビ
リ
の
こ
と
等
を
一
人
で

悩
ん
で
い
る
時
、
私
を
励
ま
し
て

く
れ
た
の
は
や
よ
い
会
の
人
た
ち

で
し
た
。
今
の
生
活
も
こ
の
会
と

の
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。
や
よ
い
会
は
乳
ガ

ン
を
体
験
し
た
人
、
不
安
を
抱
え

一
人
で
悩
ん
で
い
る
人
、
乳
ガ
ン

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
、
乳
ガ

ン
患
者
の
家
族
や
友
人
た
ち
の
集

ま
り
で
す
。

　

年
間
行
事
は
５
回
で
、
先
生
や

看
護
師
と
の
交
流
会
、
講
演
会
、

旅
行
や
食
事
会
等
仲
間
が
楽
し
い

と
思
え
る
行
事
内
容
で
す
。
１
月

に
は
、
１
泊
旅
行
の
予
定
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

h
ttp
://jn

s.ixla.jp
/u
sers/

yayoikai777/

で
す
。

　

や
や
こ
し
い
と
思
っ
た
ら
「
や

よ
い
会
」
だ
け
で
も
開
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
年
１
回
の
健
康
診
断
は

絶
対
必
要
で
す
よ
。
死
ぬ
ま
で
健

康
で
元
気
に
い
の
ち
き
し
ま
し
ょ

う
。　
　
　

小
野
君
子
（
直
入
町
）

 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

 

予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

実
施
期
間　

11
月
１
日
〜

　

平
成
18
年
１
月
31
日
ま
で

対
象
者　

竹
田
市
民
で
65
歳
以

　

上
、
ま
た
は
60
歳
以
上
65
歳
未

　

満
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

　

器
の
機
能
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

　

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
日

　

常
生
活
行
動
が
極
度
に
制
限
さ

　

れ
る
程
度
の
障
害
（
前
記
内
臓

　

疾
患
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳

　

一
級
程
度
）
を
有
す
る
人

接
種
料
金　

接
種
料
金
３
、０
０
０

　

円
の
う
ち
、
自
己
負
担
金
と
し

　

て
１
、５
０
０
円
を
医
療
機
関

　

窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
生
活
保
護
受
給
中
の
人

　

は
、
福
祉
事
務
所
が
発
行
す
る

　

証
明
書
を
医
療
機
関
窓
口
で
提

　

示
す
れ
ば
無
料
と
な
り
ま
す
。

注　
　

意　

接
種
は
市
内
契
約
医

　

療
機
関
で
の
個
別
接
種
で
す
。

　

希
望
す
る
医
療
機
関
に
事
前
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

　

た
、
接
種
さ
れ
る
際
は
、
保
険

　

証
、
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
人
）

　

ま
た
は
お
薬
手
帳
を
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

健
康
増
進
課
管
理
係

　

☎
63‒

４
８
１
０

渡辺由美子　　　  伊藤さおり

↑皆さんでカボチャをネタに楽しい食事
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酒
は
百
薬
の
長
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
は
中
国
古
代
の
史

書
「
漢
書
」
か
ら
出
た
言
葉
で
、

酒
は
ど
ん
な
薬
よ
り
も
効
果
が

あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
酒
を

楽
し
み
つ
つ
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
分
で
飲
め
ば
ス
ト
レ
ス
を
解

消
で
き
ま
す
し
、
食
欲
増
進
や

血
行
改
善
、
体
を
温
め
る
な
ど

の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
胃
か
ら
20

％
、
小
腸
か
ら
80
％
が
吸
収
さ

れ
、
そ
の
後
、
血
液
に
入
っ
て

数
分
の
う
ち
に
全
身
に
し
み
わ

た
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
脳

に
到
達
す
る
と
脳
神
経
細
胞
の

働
き
を
悪
く
し
て
判
断
力
が
鈍

っ
た
り
、
手
足
の
動
き
が
悪
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

脳
の
神
経
細
胞
に
は
い
ろ
い

ろ
な
種
類
が
あ
っ
て
、
そ
の
中

の
ひ
と
つ
に
抑
制
系
の
細
胞
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
脳
の
ブ

レ
ー
キ
の
役
目
を
し
て
い
て
、

冷
静
さ
を
保
つ
の
に
重
要
で

す
。
酔
う
と
ま
ず
最
初
に
こ
の

抑
制
系
の
細
胞
の
働
き
が
悪
く

な
る
の
で
、
声
が
大
き
く
な
っ

て
陽
気
に
な
っ
た
り
、
話
し
始

め
る
と
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
り

す
る
の
で
す
。
ド
ン
チ
ャ
ン
騒

ぎ
も
酒
無
し
で
は
な
か
な
か
で

き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
今
日
は
こ
ん
な
に
仕
事
を

し
た
の
だ
か
ら
無
理
を
し
な
い

で
、
こ
の
辺
で
や
め
て
お
こ
う
」

と
考
え
る
の
は
脳
の
抑
制
系
の

神
経
細
胞
の
働
き
に
よ
る
も
の

で
、
体
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て

く
れ
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
「
今
日
は
も
う

こ
ん
な
に
酒
を
飲
ん
だ
の
だ
か

ら
、
そ
ろ
そ
ろ
や
め
に
し
て
お

こ
う
」
と
考
え
る
の
も
脳
の
抑

制
系
の
働
き
で
す
が
、
都
合
の

悪
い
こ
と
に
酒
を
飲
む
と
こ
の

働
き
は
悪
く
な
り
、
飲
み
す
ぎ

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

自
分
で
ブ
レ
ー
キ
が
か
け
ら

れ
な
く
な
る
の
で
、
い
つ
ま
で

も
飲
ん
で
し
ま
い
、
ま
わ
り
の

し
ら
ふ
の
人
か
ら
「
い
い
加
減

に
や
め
な
さ
い
よ
」
と
し
か
ら

れ
る
わ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
ふ
ま
え

て
、
強
い
決
意
で
酒
の
適
量
を

守
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

　

次
回
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
害
に

つ
い
て
述
べ
ま
す
。

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

　

  

整
形
外
科　

大
多
和　

聡
）

ア
ル
コ
ー
ル
①　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら〈
８
〉

　

今
月
は
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

利
用
者
負
担
上
限
額
を
超
え
た
場    

　
合
、
超
え
た
額
が
高
額
介
護
サ
ー  

　
ビ
ス
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
所
得
に

応
じ
て
、
利
用
者
負
担
合
計
額
に

世
帯
単
位
で
上
限
額
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
利
用
者
負

担
上
限
額
」
と
い
い
ま
す
。

　

１
か
月
間
に
支
払
っ
た
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
合
計
額
が
、

こ
の
「
利
用
者
負
担
上
限
額
」
を

超
え
た
場
合
、
超
え
た
額
が
申
請

に
よ
り
、「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
」
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

10
月
か
ら
、
利
用
者
負
担
上
限
額 

　
の
一
部
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　

10
月
に
介
護
保
険
制
度
が
一
部

改
正
さ
れ
、
利
用
者
負
担
上
限
額

の
一
部
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
市
民
税

世
帯
非
課
税
の
段
階
区
分
が
細
分

化
さ
れ
、
所
得
が
低
い
方
も
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

※
次
の
負
担
は
、
利
用
者
負
担
合

　

計
額
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

イ　

施
設
で
の
介
護
保
険
給
付
外

　

の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

ロ　

福
祉
用
具
購
入
費
及
び
住
宅

　

改
修
費
に
要
す
利
用
者
負
担

　

10
月
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
以
降
か

ら
、
支
給
申
請
は
初
回
の
み
で
、

そ
れ
以
降
の
申
請
手
続
き
は
不
要

に
な
り
ま
す
。

【
申
請
手
続
き
（
初
回
の
み
）】

　

印
鑑
と
、
１
か
月
間
に
支
払
っ

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
領
収
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

 「
介
護
保
険
特
定
負
担
限

度
額
認
定
証
」
に
つ
い
て

　

９
月
に
お
知
ら
せ
し
た
「
介

護
保
険
特
定
負
担
限
度
額
認
定

証
」
は
、
有
効
期
限
が
翌
年
度

の
６
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
項
目
に

該
当
す
る
場
合
は
無
効
と
な
り

返
却
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

イ　

市
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い

　

る
方
が
家
族
に
加
わ
っ
た
場

　

合
ロ　

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な

　

っ
た
場
合

利用者負担段階区分 利用者負担上限額

一般世帯 　　世帯　37,200 円

市民税世帯非課税

※ 1　合計所得年額と
　　　課税年金収入の
　　　合計額が 80万
　　　円以下の方
　　　（新区分）
※ 2　老齢福祉年金の
　　　受給者

　　世帯　24,600 円

※ 1個人　15,000 円

※ 2個人　15,000 円

生活保護受給者
（又は利用者負担上限
額 15,000 円とすれば
生活保護受給者となら
ない場合）

　　個人　15,000 円
　　世帯　15,000 円

●
お
問
い
合
せ　

保
険
課
介
護
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
３
２
・
１
３
８
）
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みんなの
　　ひろば

平成16年11月生まれ

平
成
16
年
12
月
生
ま
れ
の

お
子
さ
ん
の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

大分巡る
　

第
７
回
大
分
県
民
芸
術
文
化
祭

開
幕
行
事
と
し
て
、
９
月
25
日
、

大
分
市
の
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
グ
ラ
ン

シ
ア
タ
で
お
お
い
た
こ
ど
も
フ
ェ

ス
タ
、
創
作
舞
台
「
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
の

出
発
」
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
在
住
の
安
東
達
夫
さ
ん

の
脚
本
で
、
佐
藤
義
美
の
「
犬
の

お
ま
わ
り
さ
ん
」
を
下
敷
き
に
、

お
母
さ
ん
を
捜
し
て
大
分
県
内
を

巡
る
子
ね
こ
の
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
を
中
心

に
、
子
ど
も
た
ち
が
真
剣
に
役
を

演
じ
て
い
ま
し
た
。

 

三
重
総
合
高
校
安
全
祈
願
祭

　

平
成
18
年
４
月
に
豊
後
大
野
市

三
重
町
に
開
校
す
る
三
重
総
合
高

校
の
安
全
祈
願
祭
が
、
９
月
27
日

に
建
設
現
場
の
三
重
農
業
高
校
敷

地
内
で
、
深
田
秀
生
大
分
県
教
育

長
を
は
じ
め
、
関
係
者
が
出
席
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
３
月
下
旬
に
は
、
県

産
木
材
を
多
く
使
っ
た
木
造
の
校

舎
が
大
分
県
に
引
き
渡
さ
れ
る
予

定
で
す
。

↑鍬入之儀
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図書館
から

11月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❾

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
その日のまえに　　　　　　　　　　　重松　　清
私以上でもなく、私以下でもない私　　朴　　慶南
誰よりもつよく抱きしめて　　　　　　新堂　冬樹
ハルとナツ～届かなかった手紙～　　　青木　邦子
ももこタイムス　　　　　　　　　さくら　ももこ
ちくちく針しごと　　　　　　　　　伊藤　まさこ
〔子どもの本〕
たまごねえちゃん　　　　　　　あきやま　ただし
タンタン　ソビエトへ　　　　　　　　　エルジェ
あなたがだいすき　　　　　　　　　鈴木　まもる
フレディ 1～ 5 　　　　　ディートロフ・ライヒェ
命を食べるおじいちゃん　　　　　　　木暮　正夫
　　　　　　　　　　　　ほか、70冊購入しました。

　

　　

　

竹田市立図書館の休館
日は、7・14・21・23・
25・28 日です。
※11月3日は開館します。

【一般書】
「モノとわかれる！　生き方の整理整頓」
　　　　　　大塚　敦子（岩波書店）

　モノをなか
なか捨てられ
ない人にお勧
めの1冊！
　もっとシン
プルな暮らし
の中で本当に
大切なもの
が見えてくる
かも…。

司
書
お
す
す
め
の
１
冊

 「おはなしルーム」

日時　11月 9日㈬
　　　13：30～
場所　竹田幼稚園

 「おはなしタイム」

日時　11月 22日㈫
　　　10：30～
場所　荻みらい館

【児童書】
「おさるのたしざん・うさぎのひきざん」
　　　　　かすや　なみ（ポプラ社）

　えとすうじで
あそびながら、おべんきょうできる
絵本です。さるやうさぎといっしょ
なら、さんすうだってたのしいよ！
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■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 17年 10月 1日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前月比 )
人　口　27,732 人　 ( － 40 人 )
　男性　12,988 人　 ( － 24 人 )
　女性　14,744 人　 ( － 16 人 )
世帯数　10,775 世帯  ( － 3 世帯 )

住民基本台帳登録人数

◇
10
月
22
日
、
竹
灯
籠
の
材
料
に

な
る
竹
の
切
り
出
し
作
業
を
手
伝

い
に
出
か
け
ま
し
た
。
も
っ
ぱ
ら

竹
の
運
び
出
し
や
竹
切
れ
の
焼
却

を
手
伝
っ
た
の
で
す
が
、
不
摂
生

が
た
た
り
、
背
中
が
痛
く
な
り
ま

し
た
。
◇
今
年
の
竹
楽
は
、
11
月

18
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
３
日
間
に
向
け
て
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
何
か
月

も
準
備
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
月

は
、
そ
の
取
り
組
み
や
意
義
に
つ

い
て
、
竹
田
市
観
光
協
会
副
会
長

の
井
上
隆
さ
ん
の
資
料
を
お
借
り

し
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。
広
報
と

一
緒
に
配
布
し
ま
す
ち
ら
し
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
、
竹
楽
を
見
に
行
き

ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
　
（
吉
野
）

郷土の植物
　　　　　　　　　　　　　　　阿孫　久見
　第 8回

タヌキマメ（マメ科）

　

山
野
の
や
や
湿
っ
た
日
当
た
り

の
い
い
場
所
に
好
ん
で
生
育
す
る

高
さ
50
㌢
ほ
ど
の
一
年
草
で
す
。

全
体
に
黄
褐
色
の
長
い
毛
が
多
く
、

そ
れ
が
特
徴
で
す
。
ま
た
マ
メ
科

で
す
が
葉
が
単
葉
（
葉
身
が
１
枚

か
ら
な
る
葉
）
で
、
葉
の
基
部
に

１
対
の
針
状
の
托た

く
よ
う葉
（
付
属
体
）

が
あ
り
ま
す
。

　

互
生
の
葉
は
広
線
形
で
、
長
さ

が
10
㌢
、
幅
が
６
㍉
ほ
ど
で
す
。

　

秋
の
頃
、
茎
の
先
に
径
１
㌢
ほ

ど
の
青
紫
色
の
蝶
形
花
を
10
個
内

外
総
状
に
咲
か
せ
ま
す
。
花
は
半

日
で
し
ぼ
み
ま
す
。
花
よ
り
黄
褐

色
に
お
お
わ
れ
た
袋
状
の
萼が

く

（
つ

ぼ
み
や
花
弁
を
守
る
役
目
を
も
つ
）

が
大
き
く
目
立
ち
、
花
後
も
萼
は

さ
ら
に
大
き
く
な
り
、
長
さ
１
㌢
ほ

ど
の
豆
果
を
包
み
ま
す
。
結
実
す

る
と
黄
褐
色
の
毛
に
お
お
わ
れ
た

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
状
の
萼
が
ぶ
ら

下
が
り
、
こ
の
様
子
を
タ
ヌ
キ
に
見

立
て
て
、
狸

た
ぬ
き
ま
め豆の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
久
住
高
原
の
く
ぼ
地

や
田
ん
ぼ
の
畦あ

ぜ

な
ど
で
観
察
で
き

ま
し
た
が
、
急
速
な
草
原
開
発
や

ほ
場
整
備
で
、
ほ
と
ん
ど
消
滅
し

ま
し
た
。

　

花
期
は
９
月
か
ら
10
月
で
す
。

12
月
は「
人
権
週
間
」、12
月
10
日
は

「
世
界
人
権
デ
ー
」

 

新
竹
田
市
発
足
記
念

第
１
回
人
権
を
守
る
市
民
の
集
い

日
時　

11
月
16
日
㈬

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

内
容　

講
演
「
人
の
心
に
花
一
輪
」

講
師　

タ
レ
ン
ト
桂
小
金
治
氏

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

東
京
都
生
ま
れ
。
１
９
４
７
年
、

　

桂
小
文
治
師
匠
に
弟
子
入
り
。

　

１
９
４
９
年
、
二
つ
目
に
昇
進
し
、

　

桂
小
金
治
と
な
る
。１
９
５
５
年
、

　

テ
レ
ビ
に
進
出
。
ド
ラ
マ
に
司

　

会
に
活
躍
す
る
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
人
権
・
同
和
対
策
室

　

☎
63‒

４
８
２
０

 

人
権
バ
ン
ド
「
う
た
組
は
ぜ
の
木
」

 

人
権
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

11
月
18
日
㈮

　
　
　

18
時
〜
19
時
40
分

場
所　

久
住
中
央
公
民
館

　
　
　
（
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

入
場
料　

無
料
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「
南
画
の
里
竹
田
、
文
人
書
画
展
」

　

11
月
20
日
㈰
ま
で

　

大
分
県
立
芸
術
会
館
・
大
分
市
美
術
館
の
南

画
作
品
を
中
心
に
文
人
画
・
豊
後
南
画
全
盛
期

の
作
品
約
40
点
を
展
示
し
ま
す
。

「
南
画
の
里
竹
田
、歴
史
資
料
館
所
蔵
書
画
展
」

　

11
月
23
日
㈯
〜
12
月
11
日
㈰

　

歴
史
資
料
館
が
所
蔵
す
る
郷
土
の
画
人
た
ち

の
作
品
か
ら
文
人
画
・
豊
後
南
画
の
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

※
入
館
料

　

大
人
５
０
０
円　

小
中
学
生
１
０
０
円

※
休
館
日　

毎
週
月
曜
、
22
、
24
日

　

４
日
は
開
館
し
ま
す
。

「
大
分
県
立
芸
術
会
館
巡
回
展
」

　

11
月
13
日
㈰

会
場　

直
入
総
合
支
所

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
第
41
回
大
分
県
美
術
展
写
真
部
巡
回
展
」

　

11
月
２
日
㈬
〜
６
日
㈰

「
第
４
回
志
賀
北
泉
水
墨
画
展
」

　

11
月
８
日
㈫
〜
13
日
㈰

「
第
57
回
画
聖
『
田
能
村
竹
田
』
先

生
を
偲
ぶ
美
術
祭
特
賞
展
示
」

　

11
月
15
日
㈫
〜
20
日
㈰

「
い
ま
に
生
き
る
職
人
の
文
化
展
」

　

11
月
23
日
㈬
〜
12
月
11
日
㈰

※
休
館
日　

毎
週
月
曜
、
１
、
21
、
22
日

 

第
18
回
九
重
野
IN

 

緩
木
森
林
公
園
祭
り

日
時　

11
月
５
日
㈯

　
　
　

10
時
〜
15
時
30
分　

※
雨
天
決
行

場
所　

緩
木
森
林
公
園
、
み
ら
い
香
房
若
葉
、

　
　
　

交
流
施
設
「
こ
し
き
の
杜
」

主
な
内
容

　

釣
り
大
会
10
時
30
分
〜
（
要
参
加
料
）、
魚

　

の
つ
か
み
取
り
13
時
50
分
〜
14
時
、
木
工
教

　

室
、
猪
鍋
＆
焼
き
肉
＆
田
楽
、
高
倉
み
ど
り

　

歌
謡
シ
ョ
ー
、
ジ
ャ
ン
ボ
巻
き
寿
司
等

●
お
問
い
合
せ　

農
林
畜
産
課

　

☎
63‒

４
８
０
５

 
神
原
穴
森
社
三
百
年
祭

日
時　

11
月
５
日
㈯　

前
夜
祭

場
所　

あ
祖
母
学
舎

　

17
時　

講
演
「
鎮
西
の
雄
・
緒
方
三
郎
惟
栄
」

　

18
時　

演
劇
「
宇
田
姫
伝
説
〜
穴
森
物
語
」

日
時　

11
月
６
日
㈰　

９
時
〜
15
時

場
所　

健
男
霜
凝
日
子
神
社
、「
緒
環
」
周
辺

　

幻
の
宝
物
展
、
魚
の
つ
か
み
取
り
、
山
海
交

　

流
物
産
展
、
お
楽
し
み
抽
選
会
等

●
お
問
い
合
せ　
「
緒
環
」

　

☎
67‒

２
２
８
８

 

第
26
回
荻
ふ
る
さ
と
祭
り

日
時　

11
月
６
日
㈰　

９
時
〜
16
時

場
所　

福
祉
健
康
エ
リ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド

主
な
内
容　

荻
町
こ
ど
も
神
楽
、
ブ
ル
ー
フ
ェ

　

ニ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ニ
ア
、
鐵
心
太
鼓
、
地
元
産

　

豚
の
焼
肉
、
特
産
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
プ
販
売
、

　

佐
伯
市
上
浦
町
の
海
産
物
販
売
等

●
お
問
い
合
せ　

荻
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
68‒

２
２
１
１

 

第
17
回
き
む
れ
城
址
公
園
祭
り

日
時　

11
月
６
日
㈰　

10
時
〜
14
時
30
分

場
所　

騎
牟
礼
城
址
公
園
（
豊
岡
）

　

※
雨
天
時
は
、
豊
岡
小
学
校

主
な
内
容　

神
楽
、
三
日
月
太
鼓
、
カ
ラ
オ
ケ

　

大
会
、
お
で
ん
コ
ー
ナ
ー

※
駐
車
場
か
ら
会
場
ま
で
随
時
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　

を
運
行
し
ま
す
（
高
齢
者
・
体
の
不
自
由
な

　

人
が
対
象
）。

●
お
問
い
合
せ　

騎
牟
礼
城
址
公
園
保
存
会
、

　

豊
岡
地
区
自
治
会　

事
務
局

　

☎
63‒

４
６
７
８
（
佐
藤
）

　

☎
63‒

０
４
２
３
（
吉
岡
）

 

第
29
回
直
入
地
域
ふ
る
さ
と
振
興
祭

日
時　

11
月
13
日
㈰　

９
時
〜
14
時

　

※
雨
天
中
止

場
所　

直
入
総
合
支
所
イ
ベ
ン
ト
広
場

主
な
内
容

○
ス
テ
ー
ジ
：
園
児
・
児
童
の
演
技
、
作
文
朗

　

読
、
農
産
物
競
り
市
、
カ
ボ
タ
ン
劇
場
、
白

　

熊
、
獅
子
舞
、
お
楽
し
み
抽
選
会
等

○
イ
ベ
ン
ト
広
場
：
豊
後
直
入
牛
の
焼
き
肉
、

　

味
の
広
場
、
田
主
丸
出
張
植
木
市
、
各
種
露

　

店
等

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
：
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン

　

ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
９
時
30
分
〜
12
時
）

○
展
示
広
場
：
県
立
芸
術
会
館
巡
回
美
術
展
、

　

ド
イ
ツ
交
流
写
真
展
、
児
童
生
徒
作
品
展
等

●
お
問
い
合
せ　

直
入
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
75‒
２
２
１
１
（
内
線
１
１
１
）

 

※
詳
し
い
日
程
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

 　

http://w
w
w
.city.taketa.oita.jp/
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11
月
の
お
し
ら
せ

  

人
事
異
動
（
平
成
17
年
10
月
１
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　

※
新
任
職
・
氏
名
（
旧
任
）

■
課
長
級
（
消
防
司
令
）

▽
消
防
本
部
庶
務
課
長　

見
増
正
幸
（
消
防
署

本
署
当
直
司
令
〔
救
急
・
救
助
担
当
〕）
▽
消

防
署
本
署
当
直
司
令
（
救
急
・
救
助
担
当
）
真

田
照
幸
（
消
防
署
緒
方
分
署
長
）
▽
消
防
署
緒

方
分
署
長　

後
藤
和
博（
消
防
本
部
庶
務
課
長
）

■
一
般
職
（
副
士
長
）

▽
消
防
署
緒
方
分
署
救
急
係　

後
藤
幸
浩
（
消

防
署
本
署
救
助
係
兼
装
備
係
）
▽
消
防
本
部
庶

務
課
付　

阿
部
晋
一
郎
（
消
防
署
緒
方
分
署
救

急
係
）

  

生
活
情
報

架
空
債
権
の
請
求
に
注
意
！ 

　

悪
質
な
業
者
が
「
法
務
大
臣
の
許
可
し
た
債

権
回
収
会
社
」
ま
た
は
類
似
の
債
権
回
収
業
者

を
か
た
っ
て
、「
債
権
譲
渡
を
受
け
た
」
等
と

架
空
の
債
権
を
請
求
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の

相
談
・
情
報
が
、警
察
署
や
市
商
工
観
光
課
「
消

費
生
活
係
」
等
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
請
求
を
受
け
た
場
合
は
以
下
の

と
お
り
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
身
に
覚
え
の
な
い
も
の
は
支
払
う
必
要
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。
請
求
に
は
応
じ
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

２
．
悪
質
な
業
者
に
は
一
切
連
絡
し
な
い
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
法
務
大
臣
が
許
可
し
た
債
権
回
収
会
社
で

　

な
け
れ
ば
債
権
管
理
回
収
業
を
営
む
こ
と
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

　

架
空
債
権
の
請
求
は
、
犯
罪
に
あ
た
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
悪
質
な
場
合
は
，
最
寄
り
の

警
察
署
や
商
工
観
光
課
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ　

商
工
観
光
課

　

☎
63
─４
８
０
７

  
イ
ベ
ン
ト

町
と
村
を
結
ぶ
奥
豊
後
ふ
れ
あ
い
祭

日
時　

11
月
３
日
㈭ 

９
時
〜
16
時
30
分

会
場　

竹
田
古
町
商
店
街
通
り

内
容　

子
ど
も
神
楽
、
事
業
所
対
抗
綱
引
き
大 

　

会
、
丸
太
切
り
競
争
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、

　

グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
、
子
ど
も
広
場
等

●
お
問
い
合
せ　

農
林
畜
産
課

　

☎
63
─４
８
０
５

温
泉
療
法
医
研
修
会
公
開
講
座

　

長
湯
温
泉
で
開
催
さ
れ
る
九
州
の
温
泉
療

法
医
研
修
会
が
、
温
泉
に
つ
い
て
の
研
究
結
果

や
、
温
泉
が
病
気
の
予
防
や
治
療
に
役
立
つ
こ

と
を
お
話
し
す
る
公
開
講
座
を
無
料
で
開
催
し

ま
す
。

　

か
ら
だ
を
温
め
て
病
気
を
治
す
温
熱
療
法
研

究
の
第
一
人
者
、
伊
藤
要
子
先
生
に
よ
る
特
別

講
演
も
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日
㈯　

16
時
〜

会
場　

直
入
中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

特
別
講
演　
「
Ｈ
Ｓ
Ｐ
が
病
気
を
必
ず
治
す
」

講
師　

伊
藤
要
子
先
生

　
（
愛
知
医
科
大
学
核
医
学
セ
ン
タ
ー
助
教
授
）

　

ま
た
、
長
湯
温
泉
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
改

善
効
果
に
つ
い
て
、伊
藤
恭
先
生
（
伊
藤
医
院
）

が
お
話
し
ま
す
。

岡
田
香
真
流
大
正
琴

九
州
講
師
会
演
奏
会

日
時　

11
月
23
日
㈬　

12
時
30
分
開
場

　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

５
０
０
円

●
お
問
い
合
せ　

岡
田
香
真
流
大
正
琴
竹
田
支

　

部
会
長　

森　

☎
63
─１
１
０
３

お
稲
荷
さ
ん
が
ま
い
こ
み
ま
す

日
時　

11
月
26
日
㈯　

15
時
〜
18
時
（
見
込
）

順
路　

竹
田
温
泉
花
水
月
〜
古
町
〜
本
町
〜
歴

　

史
資
料
館
〜
本
町
〜
田
町
〜
古
町

●
お
問
い
合
せ　

古
町
祭
組
合
総
代
会

　

☎
63
─２
０
８
４
ま
た
は
☎
63
─３
８
３
３

コ
ー
ル
竹
田
・
メ
リ
ー
ズ

10
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

11
月
26
日
㈯

　
　
　

18
時
30
分
開
場　

19
時
開
演

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容　

３
部
構
成　

１
部
：
合
唱

　

２
部
：
器
楽
と
独
唱　

３
部
：
合
唱

入
場
料　

大
人
５
０
０
円　

小
人
２
０
０
円

●
お
問
い
合
せ　

副
田
公
子

　

☎
０
９
０
─７
５
３
０
─０
５
８
１

は
づ
き
チ
ャ
リ
ティ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

コ
ン
サ
ー
ト
を
主
催
す
る
は
づ
き
メ
ン
バ
ー

や
地
元
で
活
躍
中
の
芸
能
愛
好
家
、
ゲ
ス
ト
出

演
者
に
よ
る
、
歌
あ
り
踊
り
あ
り
の
楽
し
い
シ

ョ
ー
で
す
。
益
金
は
、
福
祉
施
設
や
学
校
及
び

台
風
被
害
の
義
援
金
に
充
て
ら
れ
ま
す
。 

日
時　

11
月
26
日
㈯　

開
場
17
時　

開
演
18
時

会
場　

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル

入
場
料　

前
売
り
５
０
０
円　

当
日
７
０
０
円

●
お
問
い
合
せ　

は
づ
き
代
表　

甲
斐
強

　

☎
76
─０
３
５
１

第
59
回
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会

　

本
大
会
は
、
昭
和
23
年
に
直
入
郡
駅
伝
と
し

て
開
催
さ
れ
、
昭
和
29
年
に
旧
竹
田
市
が
発
足

し
た
後
も
、
大
会
回
数
を
継
続
し
て
開
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
伝
統
と
、
直
入
郡
駅
伝
と

し
て
発
足
し
た
由
来
に
敬
意
を
表
し
、
本
大
会

を
第
59
回
大
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
27
日
㈰

　
　
　

９
時
開
会
式　

10
時
ス
タ
ー
ト

場
所　

直
入
中
央
公
民
館

コ
ー
ス　

直
入
中
央
公
民
館
〜
都
野
Ａ
コ
ー
プ

　

〜
久
住
郵
便
局
〜
城
原
小
学
校
〜
松
尾
橋
〜

　

飛
田
川
野
球
場
〜
竹
田
市
総
合
運
動
公
園

　
（
全
７
区
間
、
30
・
９
㌔
）

●
お
問
い
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

☎
63
─４
８
１
７

奏
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

第
１
回
定
期
演
奏
会

日
時　

11
月
27
日
㈰

　
　
　

18
時
開
場　

18
時
30
分
開
演

場
所　

竹
田
商
工
会
議
所
大
ホ
ー
ル

入
場
無
料

町
と
村 

を
結
ぶ
奥
豊
後
ふ
れ
あ
い
祭

日
時　

11

月
３
日
（
木
）
９
時
〜16

時30

分

会
場　

竹
田
古
町
商
店
街
通
り

内
容　

子
ど
も
神
楽
、
事
業
所
対
抗
綱
引
き
大
会
、
丸
太
切
り
競
争
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
、
子

ど
も
広
場
等

●
お
問
い
合
せ　

農
林
畜
産
課

　

  63

－
４
８
０
５
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こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
第
７
回
大
分
県
民
芸
術

祭
若
者
文
化
イ
ベ
ン
ト
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

奏
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

　

ル
事
務
局　

加
藤　

☎
62
─２
５
０
８

第
８
回
深
山
岩
戸
流
神
楽
交
流
大
会

　

深
山
流
岩
戸
神
楽
は
、江
戸
中
期
に
起
こ
り
、

明
治
以
降
大
野
郡
、
直
入
郡
等
県
南
部
の
各
神

社
に
広
く
伝
承
さ
れ
た
伝
統
芸
能
で
す
。

日
時　

12
月
４
日
㈰　

９
時
〜
16
時

場
所　

荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア

　
　
　

屋
内
多
目
的
運
動
場

参
加
神
楽
社　

11
神
楽
社
、
13
演
目

●
お
問
い
合
せ　
「
橘
木
俚
楽
」
代
表　

藤
原

　

☎
68
─２
２
６
７

Ｔ
Ａ
Ｏ
ふ
る
さ
と
凱
旋
公
演
２
０
０
５

フ
ァ
イ
ナ
ル

日
時　

12
月
27
日
㈫

　
　
　

18
時
30
分
開
場　

19
時
開
演 

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館　

※
全
席
自
由

入
場
料　

大
人
３
、０
０
０
円

　
　
　
　

小
人
２
、０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

竹
田
市
文
化
会
館
・
く
じ
ゅ

　

う
サ
ン
ホ
ー
ル
他
で
販
売
中
で
す
。

主
催　

Ｔ
Ａ
Ｏ
く
じ
ゅ
う
後
援
会 

※
後
援
会
会
員
募
集
中
で
す
！　

ふ
る
さ
と
公

　

演
の
運
営
や
交
流
会
を
通
し
て
地
元
で
暖
か

　

く
Ｔ
Ａ
Ｏ
を
支
え
ま
せ
ん
か
？　

年
会
費
は

　

１
、０
０
０
円
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

☎
０
９
０
─１
１
６
５
─９
８
３
０
（
川
越
）

  

募　

集

鈴
木
靖
将
「
竹
楽
万
葉
展
」

大
屏
風
作
成
ス
タ
ッ
フ
兼
モ
デ
ル

　

11
月
18
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
し
ほ
や
で
開
催
し
ま
す
「
鈴
木
靖
将
『
竹
楽

万
葉
展
』」
で
は
、
日
本
画
家
鈴
木
靖
将
先
生

が
当
日
作
成
す
る
大
屏
風
の
モ
デ
ル
と
し
て
10

人
の
女
性
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
し
ほ
や

　

☎
63
─３
３
２
１

第
３
回
き
も
の
で
「
竹
楽
」

　

竹
灯
籠
の
灯
に
揺
れ
る
竹
田
の
町
を
、
祇

園
の
芸
奴
さ
ん
と
着
物
姿
で
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
？　

プ
ロ
が
着
付
け
を
し
ま
す
の
で
、
初
め

て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

11
月
20
日
㈰　

14
時
〜

　

※
16
時
30
分
か
ら
、
町
を
歩
き
ま
す
。

場
所　

一
竹

会
費　

１
２
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ　

御
宿
・
割
烹　

一
竹

　

☎
63
─２
１
３
８

〝
ふ
る
さ
と
の
味
〞贈
り
ま
せ
ん
か
？

「
奥
豊
後
竹
田
ふ
る
さ
と
友
の
会
」

会
員
募
集
!!

　
「
奥
豊
後
竹
田
ふ
る
さ
と
友
の
会
」
で
は
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
竹
田
の
産
物
を

た
く
さ
ん
ご
用
意
し
ま
し
た
。
遠
く
離
れ
た
友

人
、
知
人
に
懐
か
し
い
竹
田
の
味
を
贈
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？　

宅
配
予
定
の
品
目
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

し
め
か
ざ
り
・
大
根
の
漬
物
・
ジ
ャ
ム
（
サ

フ
ラ
ン
・
か
ぼ
す
）・
も
ち
・
わ
り
ぼ
し
大
根
・

黄
粉
・
て
づ
く
り
味
噌
・
て
づ
く
り
飴
・
こ
ん

に
ゃ
く
・
油
揚
げ
・
酒
パ
ン
・
香
母
酢
・
竹
田

の
お
菓
子
（
岡
城
も
な
か
・
岡
城
せ
ん
べ
い
）・

石
鹸
（
サ
フ
ラ
ン
・
か
ぼ
す
）

　

※
品
物
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会
費

　

１
口　

４
，
５
０
０
円
（
送
料
、
箱
代
込
み
）

申
込
期
限　

11
月
25
日
㈮

発
送
日　

12
月
９
日
㈮

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

農
林
畜
産
課
内

　
「
奥
豊
後
ふ
る
さ
と
友
の
会
」
事
務
局

　

☎
63
─４
８
０
５

古
文
書
実
践
講
座

　

大
分
県
立
先
哲
資
料
館
の
協
力
を
受
け
、
古

文
書
の
基
礎
と
扱
い
方
、
解
読
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、

整
理
方
法
を
学
ぶ
連
続
講
座
「
古
文
書
実
践
講

座
」
を
開
講
し
ま
す
。

会
場　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
会
議
室

募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
・
受
講
料
無
料
）

日
程

　

第
１
回　

11
月
26
日
㈯　

講
義

　

第
２
回　

12
月
３
日
㈯　

実
習
・
講
義

　

第
３
回　

12
月
11
日
㈰　

実
習

　

第
４
回　

12
月
17
日
㈯　

講
義
・
実
習

　

第
５
回　

12
月
24
日
㈯　

講
義
・
実
習

※
時
間
は
、
13
時
〜
16
時
30
分
の
間
で
す
。

※
講
義
は
先
哲
資
料
館
講
師
、
実
習
は
歴
史
資

　

料
館
に
よ
る
実
習
（
小
河
家
文
書
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

歴
史
資
料
館

　

☎
63
─１
９
２
３

　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館　

☎
63
─２
２
０
０

地
域
の
岩
石
・
地
層
・
化
石
観
察
会

　

天
下
の
三
堅
城
と
呼
ば
れ
た
岡
城
。
そ
の
基

礎
は
阿
蘇
の
火
山
活
動
に
よ
り
形
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
岡
城
を
地
質
学
の
面
か
ら
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
師　

工
藤
幸
久

日
時　

12
月
４
日
㈰　

10
時
〜
15
時

　
　
　

10
時　

竹
田
創
生
館
集
合

参
加
費　

大
人　

１
、０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

無
料

※
筆
記
用
具
と
弁
当
・
飲
物
を
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。
服
装
は
歩
き
や
す
い
も
の
で
、帽
子
・

　

軍
手
・
タ
オ
ル
等
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
創
生
館

　

☎
62
─４
１
０
０

電
源
セ
ン
タ
ー
研
修

研
修
名　
「
地
域
農
業
の
高
付
加
価
値
化
方
策

　

を
考
え
る
」

　

中
山
間
地
域
の
再
生
、農
業
の
総
産
業
化（
６

次
産
業
）
を
目
指
し
、農
産
物
の
販
売
ル
ー
ト
、

販
売
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
程　

12
月
８
〜
９
日

場
所　

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）

募
集
〆
切　

11
月
15
日
㈫

募
集
人
員　

４
人

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
研
究
所

　

☎
63
─４
８
０
７

「
郷
土
学
（
先
人
学
）」
事
業
助
成
金

助
成
金
限
度
額　

50
万
円

　

※
事
業
費
総
額
の
90
％
以
内
と
し
ま
す
。

応
募
条
件　

平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
に
事
業

　

を
開
始
し
、
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
に
完

　

了
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

申
請
方
法　

日
本
財
団
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

　

し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
請
書
を
請
求
し
て
く
だ

　

さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
も
利
用
で
き

　

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

日
本
財
団

　

公
益
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
グ
ル
ー
プ

　

http://w
w
w
.nippon-foundation.or.jp/

　

☎
03
─６
２
２
９
─５
１
６
１

　

℻
03
─６
２
２
９
─５
１
６
０
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案　

内

新
竹
田
市
合
併
記
念

㈱
レ
ゾ
ネ
イ
ト
20
周
年
記
念

竹
田
市
民
記
念
宿
泊
の
ご
案
内

　

創
業
20
周
年
を
迎
え
る
㈱
レ
ゾ
ネ
イ
ト
で

は
、新
竹
田
市
合
併
と
創
業
20
周
年
を
記
念
し
、

新
竹
田
市
民
を
対
象
に
、
記
念
宿
泊
（
レ
ゾ
ネ

イ
ト
ク
ラ
ブ
く
じ
ゅ
う
〔
客
室
無
料
〕
招
待
）

等
を
次
の
宿
泊
施
設
で
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
貸
切
バ
ス
事
業
」
で
も
特
典
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
施
設
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

対
象　

竹
田
市
民

期
間　

平
成
17
年
12
月
１
日
㈭
〜
平
成
18
年
２

　

月
28
日
㈫　

の
間
の
平
日

※
土
曜
・
休
前
日
・
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

利
用
方
法　

予
約
の
際
、「
広
報
た
け
た
を
見

　

た
」
と
申
し
出
て
、
宿
泊
の
際
、「
広
報
た

　

け
た
」
を
提
示
す
れ
ば
、
特
別
料
金
で
利
用

　

で
き
ま
す
。

対
象
施
設
・
事
業

　
「
レ
ゾ
ネ
イ
ト
ク
ラ
ブ
く
じ
ゅ
う
」

　

竹
田
市
久
住
町
大
字
有
氏
１
７
７
３

　

・
レ
ギ
ュ
ラ
ー
客
室
（
定
員
４
人
）
を
１
室

　

ま
で
室
料
無
料　

※
要
問
い
合
せ

　

☎
76‒

１
２
２
３　

受
付
９
時
〜
18
時

　
「
久
住
高
原
コ
テ
ー
ジ
」

　

竹
田
市
久
住
町
大
字
白
丹
７
５
７
１‒

23

　

・
一
人
１
泊
２
食
付
５
２
５
０
円
（
税
込
）

　

☎
64‒

３
１
１
１　

受
付
９
時
〜
18
時

　
「
湯
布
院
温
泉
お
宿
有
楽
」

　

由
布
市
大
字
川
上
２
８
６
８‒

５

　

・
１
室
あ
た
り
１
０
、０
０
０
円
引

　

☎
０
９
７
７‒

28‒

２
７
０
０

　
　

受
付
９
時
〜
21
時

　
「
貸
切
バ
ス
事
業
」

　

・
20
人
以
上
で
本
特
別
料
金
利
用
の
際
、
竹

　

田
市
内
か
ら
の
送
迎
無
料

　

・
貸
切
バ
ス
の
み
利
用
の
際
、
基
本
料
金
か

　

ら
１
０
、０
０
０
円
引
き
（
平
成
18
年
５
月

　

31
日
ま
で
）

　

☎
64‒

３
１
５
５　

受
付
９
時
〜
18
時

温
泉
療
養
文
化
館
「
御
前
湯
」

入
浴
料
の
ご
案
内

　

こ
れ
ま
で
旧
竹
田
市
、
旧
荻
町
、
旧
久
住
町

の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
の
入
浴
料
は
、
お
一

人
５
０
０
円
（
大
人
）
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
市
内
料
金
の
３
０
０

円
で
入
浴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
竹
田
市
に
お
住
ま
い
の
方
の
入
浴
料

　

大
人　

３
０
０
円

　

70
歳
以
上
の
方
・
３
級
以
上
の
身
体
障
害
者

　

手
帳
を
お
持
ち
の
方　

２
０
０
円

　

小
学
生
以
下　

２
０
０
円

●
お
問
い
合
せ　

温
泉
療
養
文
化
館
御
前
湯

　

☎
64‒

１
４
０
０

里
親
制
度
説
明
会

　

里
親
と
は
、
親
の
病
気
や
離
婚
等
様
々
な
事

情
に
よ
っ
て
、
家
庭
で
生
活
で
き
な
く
な
っ
た

子
ど
も
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情
と

ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て
養
育
す
る
人
で
す
。

　

子
ど
も
が
大
好
き
で
、
健
康
的
で
明
る
い
家

庭
で
あ
れ
ば
、
里
親
に
な
る
の
に
特
別
な
資
格

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
分
県
で
は
、
次
の
日
程
で
里
親
制
度
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈮　

13
時
〜
15
時

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
相
談
室

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
中
央
児
童
相
談
所

　

☎
０
９
７‒

５
４
４‒

２
０
１
６

　

福
祉
事
務
所　

☎
63‒

４
８
１
１

う
つ
病
対
策
県
民
講
座

日
時　

12
月
１
日
㈭　

13
時
30
分
〜
16
時

　
　
　

受
付
12
時
45
分
〜

会
場　

iichiko

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

講
演
「
う
つ
病
の
理
解
と
そ
の
対
応
」

講
師　

防
衛
医
科
大
学
校
精
神
科
学
講
座

　

野
村
総
一
郎
教
授

参
加
費　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
４
１‒

６
２
９
０

　

℻
０
９
７‒

５
４
１‒

６
６
２
７

ご
存
じ
で
す
か
？　

公
証
制
度

　

法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
公
証
人
は
、
各

種
契
約
や
遺
言
等
に
関
す
る
公
正
証
書
を
作
成

し
ま
す
。
公
正
証
書
は
、
裁
判
等
で
強
力
な
証

拠
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
紛
失
や
改
ざ
ん
の

心
配
が
な
い
等
、
後
日
の
紛
争
を
防
止
す
る
上

で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
正
証
書
遺
言
に
よ
り
遺
産
相
続
に
伴
う
親
族

間
の
紛
争
を
防
止
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
公
証
人
役
場

　

☎
０
９
７‒

５
３
５‒

０
８
８
８

　

他
県
内
４
箇
所
の
公
証
人
役
場

  
相　

談

成
年
後
見
無
料
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
精
神
上
の
障
害
（
認

知
症
・
知
的
障
害
等
）
が
あ
る
な
ど
、
判
断
能

力
が
不
十
分
な
人
々
を
保
護
し
支
援
す
る
た
め

の
法
制
度
で
す
。

日
時　

11
月
５
日
㈯　

10
時
〜
15
時

場
所　

司
調
会
館
３
階
大
ホ
ー
ル

　

大
分
市
城
崎
町
（
大
分
地
方
法
務
局
横
）

対
象
者　

独
居
、
認
知
症
等
の
高
齢
者
・
知
的

　

障
害
者
等
の
ご
本
人
、
ご
家
族
等
で
、
将
来

　

ま
た
は
現
在
の
財
産
管
理
等
に
関
し
て
相
談

　

し
た
い
人

　

物
忘
れ
が
ひ
ど
く
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が

　

困
難
に
な
っ
て
き
た
が
頼
る
人
が
い
な
い
人

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
人

相
談
方
法　

来
訪
に
よ
る
相
談
の
他
、
電
話
に

　

よ
る
相
談
も
行
い
ま
す
。

　

☎
０
９
７‒

５
３
３‒

４
１
１
０

相
談
担
当
員　

司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士
他

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

７
５
７
９

心
の
悩
み
無
料
相
談
会

　

大
分
県
で
は
、
平
成
17
年
10
月
か
ら
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
心
の
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
委
託
し
て
、

非
行
等
の
問
題
を
抱
え
る
青
少
年
及
び
そ
の
保

護
者
を
支
援
す
る
た
め
、
無
料
個
別
相
談
会
や

学
習
会
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
１
火
曜　

10
時
〜
20
時

場
所　

竹
田
直
入
地
方
振
興
局
会
議
室 

相
談
内
容　

い
じ
め
や
不
登
校
・
非
行
・
家
庭

　

教
育
の
あ
り
方
・
人
間
関
係
、
今
あ
る
不
安

　

や
不
満
な
ど

森
林
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

子
育
て
を
も
っ
と
気
楽
に
、
家
族
関
係
を
豊

か
に
す
る
た
め
に
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日
㈯　

10
時
〜
16
時

会
場　

あ
祖
母
学
舎

主
催　

大
分
県

　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
心
の
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

青
少
年
・
保
護
者
・
教
育
関
係
者

参
加
費　

８
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

申
込
〆
切　

11
月
10
日
㈭
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　竹田市中央公民館では、パソコン教室を開設
いたします。裏面の申込書に必要事項を記入の
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 1.内容　①基本コース（昼）
 　　　  ②基本コース（夜） 
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 　　　  ④年賀状作成コース（夜）
 2.時間　昼コース　13時30分～16時30分
 　　　  夜コース　18時～21時
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 　　　  ①②は、4回で1講座
 　　　  ③④は、2回で1講座
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11月18日
必着です。

キ

リ

ト

リ

セ

ン

キ リ ト リ セ ン

そ
の
他　

大
分
地
方
法
務
局
で
は
、
平
日
８
時

　

30
分
か
ら
17
時
ま
で
上
記
の
電
話
に
て
常
時

　

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

　

課
内　

大
分
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

３
１
６
１
（
内
線
36
）

  

保
健
衛
生

は
な
し
か
な
し
か
無
料
歯
科
健
診

日
時　

11
月
８
日
㈫

場
所　

大
分
県
下
の
無
料
歯
科
健
診
ポ
ス
タ
ー

　

を
掲
示
し
て
い
る
歯
科
医
院

主
催　

大
分
県
・
大
分
県
歯
科
医
師
会

　

対
象
の
歯
科
医
院
で
は
、11
月
８
日
に
限
り
、

　

無
料
歯
科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

受
診
者
に
は
、
検
診
結
果
を
記
載
し
た
「
歯

　

の
健
診
手
帳
と
記
念
品
」を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
昨
年
の
無
料
歯
科
健
診
を
受
診
し
て
「
歯
の

　

健
康
手
帳
」
を
お
持
ち
の
人
は
、
当
日
の
健

　

診
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
度
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用

防
止
運
動
九
州
地
区
大
会

　

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
等
の

乱
用
は
依
然
と
し
て
多
発
し
て
お
り
、
特
に
青

少
年
の
間
で
薬
物
乱
用
に
対
す
る
警
戒
心
や
抵

抗
感
が
薄
れ
る
と
い
っ
た
傾
向
も
見
ら
れ
、「
第

３
次
覚
せ
い
剤
乱
用
期
」
の
危
機
的
な
情
勢
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
広
く
地
域
住
民
に
麻
薬
・
覚
せ

い
剤
等
の
乱
用
に
よ
る
弊
害
を
認
識
さ
せ
、
薬

物
乱
用
の
な
い
社
会
環
境
作
り
に
取
り
組
む
機

運
を
高
め
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日
㈯　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
（
別
府
市
）

内
容　

講
演
、
体
験
発
表

主
催　

厚
生
労
働
省
、
大
分
県
、
大
分
県
薬
物

　

乱
用
対
策
推
進
地
方
本
部

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
福
祉
保
健
部
薬
務
室

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
６
４
９
）

原
爆
被
爆
者
二
世
に
対
す
る

無
料
健
康
診
断

健
康
診
断
対
象
者　

両
親
、
又
は
そ
の
ど
ち
ら

　

か
が
原
爆
被
爆
者
で
、
大
分
県
内
に
お
住
ま

　

い
の
人

申
込
期
間　

11
月
７
日
㈪
〜
12
月
15
日
㈭

申
込
方
法　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
竹
田
保

　

健
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
保
健
所　

☎
63‒
２
１
８
７

平
成
18
年
度
母
子
健
康
手
帳

表
紙
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す

目
的　

妊
娠
、
出
産
、
育
児
を
通
じ
た
母
と
子

　

の
一
貫
し
た
健
康
管
理
と
健
康
の
保
持
増
進

　

に
つ
い
て
、
広
く
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と

　

と
も
に
、
妊
産
婦
に
「
個
人
が
持
ち
歩
く
カ

　

ル
テ
」
母
子
健
康
手
帳
に
親
し
み
を
持
っ
て

　

も
ら
い
ま
す
。

応
募
資
格　

大
分
県
内
在
住
の
人

応
募
作
品

・
母
子
が
親
し
み
や
す
い
図
柄
で
15 
㌢
四
方
程

　

度
に
ま
と
め
た
も
の
で
原
則
カ
ラ
ー

・
他
に
未
発
表
の
も
の

・
作
品
裏
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

　

号
を
記
入
の
こ
と

・
採
用
作
品
の
著
作
権
は
大
分
県
に
帰
属

・
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い

応
募
〆
切　

12
月
22
日
㈭
必
着

●
お
問
い
合
せ
・
応
募
先　

大
分
県
福
祉
保
健

　

部
健
康
対
策
課
母
子
保
健
班

　

〒
８
７
０‒

８
５
０
１

　

大
分
市
大
手
町
３‒

１‒

１

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
６
７
２
）

  

教　

育

南
部
小
学
校
・
祖
峰
中
学
校

不
用
品
公
売

　

南
部
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
改
築
に
伴
う

不
用
品
と
３
月
末
で
閉
校
し
ま
し
た
竹
田
市
立

祖
峰
中
学
校
の
不
用
品
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

■
南
部
小
学
校

日
時　

11
月
21
日
㈪　

９
時
30
分
〜

場
所　

南
部
小
学
校
屋
内
運
動
場
玄
関

公
売
す
る
も
の　

体
育
館
に
あ
る
不
用
品

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
心
の
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　

大
分
県
宇
佐
市
大
字
下
拝
田
５
０
６‒

１ 

　

☎
０
９
７
８‒
32‒

３
７
１
２

　

竹
田
地
区
担
当
者　

野
々
下

　

☎
０
８
０‒

５
２
７
４‒
３
３
５
９

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
電
話
相
談

日
時　

11
月
20
日
㈰　

10
時
〜
17
時

電
話　

０
９
７‒

５
３
２‒

０
１
６
４

場
所　

大
分
地
方
法
務
局

相
談
内
容　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

　

職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
つ

　

き
ま
と
い
（
ス
ト
ー
カ
ー
）、
そ
の
他
の
人

　

権
問
題

担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員
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パソコン教室申込書

※希望コース番号は、表面1.内容の①②③④から
　一つお選びください。
※会費は1,000円（テキスト代）です。
　・昨年のテキストと同じものを使用しますので、
　　お持ちの方は必要ありません。
　・テキストが必要かどうか○印をお願いします。
※希望者多数（定員/各コース20名）の場合は、
　抽選となります。
※受講者少数のときは、開講しない場合もありま
　すので、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ･申込先
　竹田市中央公民館　竹田市大字玉来1-11
　　　　  　　TEL63-1044・FAX63-2735

お　　名　　前 年齢 電 話 番 号

郵便番号 ご　　　住　　　所

希望コース番号 テキスト

必　要 不　要

フ　　　リ　　　ガ　　　ナ

■
祖
峰
中
学
校

日
時　

11
月
21
日
㈪　

13
時
30
分
〜

場
所　

祖
峰
中
学
校
玄
関

公
売
す
る
も
の　

敷
地
内
に
あ
る
不
用
品

　
（
机
・
椅
子
・
樹
木
等
）

■
南
部
小
学
校
・
祖
峰
中
学
校
共
通

公
売
方
法　

競
り
売
り
（
最
低
価
格
設
定
有
）

落
札
金
の
納
付　

落
札
者
は
現
地
に
て
納
入
し

　

て
く
だ
さ
い
。
一
定
の
金
額
以
上
は
、
銀
行

　

振
り
込
み
も
可
能
で
す
。

落
札
物
の
搬
出　

樹
木
等
の
生
き
物
は
平
成
18

　

年
３
月
末
ま
で
、
そ
の
他
の
も
の
は
公
売
日

　

の
17
時
ま
で
に
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

教
育
委
員
会
総
務
課

　

☎
63‒

４
８
１
６

全
面
禁
煙
に
ご
協
力
を

　

今
年
６
月
か
ら
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

で
は
敷
地
内
の
全
面
禁
煙
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
児
童
生
徒
か
ら
「
吸
い
殻
（
空
き
缶
）
を

拾
っ
た
」
と
い
う
声
が
先
生
に
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
来
訪
者
、
施
設
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
敷
地
内
・
校
庭
・
体
育
館
の

利
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　

学
校
施
設
の
利
用
に
は
、許
可
が
必
要
で
す
。

　

市
町
村
合
併
前
に
許
可
を
得
て
、
新
し
く
許

可
を
も
ら
わ
れ
て
い
な
い
利
用
者
等
は
、
あ
ら

た
め
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

税　

金

「
個
人
事
業
税
」
第
２
期
の
納
期
限

は
11
月
15
日
で
す
。

　

個
人
事
業
税
第
２
期
の
納
期
限
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
納
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
の
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
竹
田
県
税
事
務
所

　

☎
62‒

２
１
７
８

森
林
環
境
税

　

大
分
県
で
は
、県
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、

森
林
環
境
を
保
全
し
、
す
べ
て
の
県
民
が
森
林

を
守
り
育
て
る
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
、
森
林

環
境
税
を
導
入
し
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
は
、
税
収
を
「
基
金
」
と
し
て

管
理
し
、
県
民
主
導
で
個
性
豊
か
な
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

納
付
方
式　

県
民
税
均
等
割
超
過
課
税
方
式

納
付
者　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
（
県
民

　

税
均
等
割
の
納
税
対
象
者
）、
県
内
に
事
務

　

所
・
事
業
所
を
持
っ
て
い
る
法
人
等

納
付
額　

個
人　

年
額
５
０
０
円

　
　
　
　

法
人　

均
等
割
の
５
％

　
　
　
　
（
年
額
４
０
、０
０
０
円
ま
で
）

実
施
時
期

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
農
林
水
産
部
森
と
の
共
生
推
進
室

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
３
８
７
１
〜
３
８
７
３
）

　

竹
田
直
入
地
方
振
興
局
林
業
課

　

☎
63‒
１
１
７
４

  

求　

人

◇
土
木
技
術
者
１
名
年
齢
不
問
20
・
８
万
◇

測
量
土
木
設
計
技
術
者
１
名
30
〜
50
才
25
〜
40

万
◇
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
名
年
齢
不
問
18
万

◇
介
護
及
び
看
護
補
助
３
名
年
齢
不
問
13
・
２

〜
13
・
７
２
８
万
◇
看
護
師
１
名
年
齢
不
問

18
・
２
〜
26
・
75
万
◇
保
育
士
１
名
20
〜
50
才

12
・
３
万
◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
名
年
齢
不

問
12
・
６
〜
13
・
６
万
◇
事
務
１
名
年
齢
不
問

13
・
61
万
◇
総
務
・
経
理
１
名
25
〜
30
才
18
〜

23
万
◇
営
業
１
名
20
〜
40
才
15
万
◇
販
売
外
交

員
１
名
年
齢
不
問
12
万
◇
レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ロ
ア

係
１
名
20
〜
30
才
14
〜
17
・
29
万
◇
調
理
師
見

習
１
名
18
〜
30
才
12
〜
15
万
◇
給
食
調
理
員
１

名
年
齢
不
問
12
・
５
〜
13
・
５
万
◇
バ
ス
運
転

手
１
名
50
才
以
下
18
〜
20
万
◇
菓
子
製
造
１
名

25
〜
30
才
18
〜
23
万
◇
土
木
作
業
員
２
名
年
齢

不
問
12
・
５
〜
16
・
25
万
◇
瓦
葺
き
工
１
名
20

〜
50
才
18
・
２
〜
31
・
２
万
◇
牧
場
作
業
員
１

名
年
齢
不
問
15
万

　

面
接
で
事
業
所
や
会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
相
談
室
の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ

て
か
ら
、
面
接
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
市
地
域
職
業
相
談
室

　

☎
63‒

１
１
０
１

 

訂　

正

広
報
た
け
た
９
月
号
14
頁

　
「
な
ん
ち
読
む
ん
？　

竹
田
」

　

誤
：
（
大
津
留
下
ふ
り
が
な
）
お
お
つ
る
し
た 

　

正
：
（
大
津
留
下
ふ
り
が
な
）
お
お
つ
る
し
も

広
報
た
け
た
10
月
号
３
頁

　
「
台
風
14
号
被
害
の
概
要
」

　

誤
：
本
設
工
事
50
箇
所
、

　
　
　

架
設
配
管
２
１
０
箇
所 

　

正
：
本
設
工
事
50 
㍍
、

　
　
　

架
設
配
管
２
１
０
㍍



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（田仲静夫：☎ 63 ‒ 2454、渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

※可燃ごみ・不燃ごみ・廃プラごみ・
　資源ごみ収集日→11月2日㈬

1 ㈫ ・愛育祭 9:30 ～ 13:00（直入保健センターグラウンド）　・文人書画展 9:00 ～ 16:30（20 日まで／歴史資料館）　・田能村竹田 171 年祭墓前祭 10:00 ～（竹田墓地（茶屋の辻））・遺墨展 9:00 ～ 16:00（3日まで／旧竹田
荘画聖堂）・工藤敬一写真展（30日まで／竹田観交情報センター）　・第 57回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭入賞作品展示（4日まで／竹田市体育センター）　・第 57回瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭（竹田市文化会館大ホール）

2 ㈬ ・竹田市中学駅伝競走大会 8:30 ～ 12:30 
・田能村竹田 171 年祭茶会 9:00 ～ 15:00（３日まで／旧竹田荘）

3 ㈭ ・文化の日　・田能村竹田 171 年祭献茶式 9:00 ～（旧竹田荘画聖堂）　・第 57回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭表彰式（竹田
市文化会館大ホール）　・第 18回町と村を結ぶ奥豊後ふれあい祭 9:00 ～ 16:30（竹田古町商店街通り）　・年金週間（12日まで）

4 ㈮
5㈯ ・久住地域駅伝競走大会10:00～16:00　・緩木森林公園まつり10:00～15:30　・神原穴森社三百年祭前夜祭17:00～（あ祖母学舎）　・竹田市福祉大会10:00～14:40（竹田市総合社会福祉センター）

　・文人書画展ギャラリートーク 13:30 ～（市民ギャラリー水琴館）・全国一斉成年後見無料相談会 10:00 ～ 15:00（司調会館３階〔大分市城崎町〕）　・大分県水産業祭（6日まで）（亀川漁協 /別府市）

6 ㈰ ・第 26回荻ふるさと祭り・防火パレード 9:00 ～ 16:00（福祉健康エリア）　・きむれ城址公園祭り 10:00 ～ 14:30（騎牟礼城址公園）　・神原穴森社三百
年祭 9:00 ～（健

たけ

男
お

霜
しも

凝
こり

日
ひ こ

子神社、「緒
おだまき

環」周辺）　・直入地域市政懇談会 14:00 ～（直入中央公民館）　・直入地域自治会長研修会 16:00 ～（直入中央公民館）

7 ㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休業日
・国有財産の日

8 ㈫ ・長湯で楽しむ竹田版スローライフ 14:00 ～ 9日 12:00（直入総合支所他）
・はなしかなしか無料歯科健診

9 ㈬ ・平成 17年度銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（県総合庁舎 6階 61会議室〔大分市〕）　・21ふれあい健康づくりの集い～みんなで一緒に歩こうよ！申込〆切（健康増進課）
・秋季全国火災予防運動（15日まで）　・「119」番の日　・岡本地区市政懇談会 19:00 ～ 21:00（岡本分館）　・直入火災防禦訓練 6:00 ～　・おはなしルーム 13:30 ～（竹田幼稚園）

10㈭ ・技能の日

11㈮ ・税を考える週間（17日まで）

12㈯ ・21ふれあい健康づくりの集い～みんなで一緒に歩こうよ！ 9:00 ～受付（竹田市文化会館）　・女性に対する暴力をなくす運動（25日まで）　・久住エコロジーキャンプ（13日
まで /久住高原荘）　・温泉療法医研修会公開講座 16:00 ～（直入中央公民館）　・青少年の健全育成にかかわるワークショップ（森林カウンセリング）10:00 ～ 16:00（あ祖母学舎）

13㈰ ・第 29回直入地域ふるさと振興祭 9:00 ～（直入総合支所イベント広場）　・芸術会館巡回展（直入総合支所大会議室）
・竹田火災防禦訓練　・秋季芸能祭（唄と踊りの祭典）11:00 ～ 15:00（竹田市文化会館大ホール）

14㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休業日

15㈫ ・個人事業税第 2期納期限（大分県竹田県税事務所）　・「健全な家庭づくり」学習会 13:30 ～ 16:30（竹田直入地方振興局会議室）
・第 57回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭特賞作品展示（20日まで／市民ギャラリー水琴館）



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100

※可燃ごみ収集日→24日㈭

16㈬ ・温泉療養文化館御前湯休館日　・社会保険相談所（年金相談）10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）
・人権を守る市民の集い 13:30 ～（竹田市文化会館）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（久住総合支所）10:00 ～ 12:00（直入総合支所相談室）

17㈭ ・行政相談 9:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター）10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）

18㈮ ・青少年の日　・第 5回竹楽（20日まで）　・人権バンド「うた組　はぜの木」コンサート 18:00 ～ 19:40（くじゅうサンホール）
・鈴木靖将「竹楽万葉展」（19日まで／ギャラリーしほや）　・里親制度説明会 13:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）

19㈯ ・第 5回竹楽（20日まで）　・願成院本堂（愛染堂）秋の一般公開（曼
まんだ ら

荼羅）（20日まで /10:00 ～ 15:00）　・「くじゅう坊がツル・タデ原湿原」ラムサール条約登録
記念式典 10:00 ～ 12:00（九重町長者原ビジターセンター駐車場）　・平成 17年度麻薬・覚せい剤乱用防止運動九州地区大会 13:30 ～ 16:00（ビーコンプラザ（別府市））

20㈰ ・第 5回竹楽　・家庭の日　・全国一斉「女性の人権ホットライン」電話相談日 10:00 ～ 17:00（大分地方法務局　☎ 097-532-0164）
・医療安全推進週間（26日まで）

21㈪ ・南部小学校不用品公売 9:30 ～（南部小学校屋内運動場玄関）　・祖峰中学校不用品公売 13:30 ～（祖峰中学校）
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休業日

22㈫ ・おはなしタイム 10:30 ～（荻みらい館）

23㈬ ・勤労感謝の日　・菅生地区市政懇談会 19:00 ～ 21:00（菅生農村環境改善センター）
・岡田香真流大正琴九州講師会演奏会 12:30 開場 /13:00 ～ 15:30（竹田市文化会館大ホール）

24㈭
25㈮ ・性の健康週間（12月 1日まで）

26㈯ ・第 11回はづきチャリティーコンサート 17:00 開場 18:00 開演（くじゅうサンホール）　・お稲荷さんがまいこみます 15:00 ～ 18:00（予定）（竹
田商店街）　・コール竹田・メリーズ 10周年記念コンサート 18:30 開場 19:00 開演（竹田市文化会館）

27㈰ ・久住火災防禦訓練　・第 59回竹田市駅伝競走大会 10:00 直入中央公民館スタート　・奏リコーダーアンサンブル第 1回定期演奏会 18:00 開場
/18:30 開演（竹田商工会議所）　・杏里コンサート 18:00 開場 18:30 開演（エイトピアおおの（豊後大野市））

28㈪ ・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休業日
・税関記念日

29㈫ ・第 54回竹田市中学校日本語弁論大会 9:00 ～ 12:30（くじゅうサンホール）

30㈬ ・固定資産税 4期、国民健康保険税 5期、介護保険料 5期納期限
・入田地区市政懇談会 19:00 ～ 21:00（祖峰小学校体育館）

特記事項

・その他

・教育・文化週間（1～ 7日）　・文化財保護強調週間（1～ 7日）　・全国糖尿病週間（7～ 13日）　・医療安全推進週間（20～ 26 日）　・性の健康週間（25日～ 12月 1日）　・第 1
回歳末助け合いチャリティーショー（12月3日／竹田市文化会館）　・竹田市少年少女駅伝競走大会8:00～13:00（12月3日／竹田市総合運動公園）　・第8回深山流岩戸神楽交流大会9:00
～16:00（12月4日／荻町福祉健康エリア）　・「TAO体感コンサート」学校への芸術家派遣事業（12月6日14:00～ /くじゅうサンホール）　・TAOふるさと凱旋公演2005ファイナル（12
月 27日 /竹田市文化会館）・特区、規制改革・民間解放集中受付月間（16日まで）　・麻薬・覚せい剤乱用防止運動　・共同募金運動（12月 31日まで）　・児童虐待防止推進月間

竹田市社会福祉協議会相談日
・一般相談（1・8・15・22・29日）9:00 ～ 12:00
・法律相談（11日）13:00 ～ 16:00 ※要予約


